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人　　　類　　　衰　　　退

理学部教授　川　上　　泉

人間は他のほとんどの生物を破極に導く程の最悪の優性種である。人間は自然が期待しなかった

予想外の文明を作り出した。予想外といったのは，彼等は生存に必要な自然の要求条件を越えた生

活手段を享楽しているからである。だから人間の終末は止むなく追い込まれた文明の抑制という形

で先ず現われるであろう。私は必然とも思われるその惨めな様子をしばしば想像して見る。

人潤が登り坂にあったとき，社会に適用されていた倫理とか道徳は修正を繰り返して，遂には平

和とか人権とか伝った言葉も忘れ去られる時代が間近にあるように患われる。しかし地球が生物の

存在を許す限り人間は何等の形で生存を掛するであろう。これまではその時fも　時代の優性種が次

から次に，お互いの生存裁争と環境の変仙こより滅び去ったあとに，次代のより高度に進化した種

が残存し，新しい優性種が，人間が残存する限り次の優性種の出現は予想されそうではなしも

この様に人類の円熱した社会の崩壊の日を想うとも　非合目的な進化がどの様にして，かくも完

成された人間にまで積み上げられて釆たかを考え，生命の起源にまできかのはって見るのが私の常

である。

南アフリカのスワジランドでは，微化石に刻まれた33～34億年前のバクテリア状の最初の生

物が認知されている。これらは一定の形を持っているから，すでに自己複製を行なう遺伝機構を備

えていたはずである。となるとこれらが如何に単純な生物であったとしても，この段軌こ至るまで

にはそれ以前に少くとも6～7億年の年月が必要であったろう。その間に化学進化は酵素的機能を

持つ蛋白質の出現と，核酸の合成，そしてこの両者は遺伝的発現のために生物が持つ機誰のうちで

最も巧妙な結び付きを実現しなければならなかった。ユーリー・ミラーの方法による実験が示すよ

うIち　メタン，アンモニア，水素ガス，水の混合物からは，放電または放射線により比較的簡単に

アミノ酸，糖，塩基が合成される。しかも塩基の中では，補酵素とか，生体エネルギー代謝に欠く

ことの出釆ないATPの素材であるアデニンの合成が最も多量に起る。人為的な実験が示すように，

蛋白質，核亀　ATP等の合成も自然環境の下で進行した可琵性が充分存する。ただ生物の蛋白質

がすべて光学活性がLの，しかもわずか20種類のアミノ酸から出来ていることと，糖がDのみで

あることだけは不可思議なことである。蛋白質が酵素作用を持ち，核酸が自己複製を可能にするた

めには，アミノ酸と糖はそれぞれ同一の光学活性を持たねばならないが，LとDに統一された過程

が不明なのである。何れにしてもこの7億年程の光学進化は人間へのしゃにむにな生長の基礎を作

り上げた。今からおよそ15億年前，大気中の酸素が1ルーセント以上に達し，いわゆる「パスツ

ール点」に達すると，それませ嫌気的な生物に好気的エネルギー代謝の機構が出現し，化学エネル

ギーの利用がより効果的になり，生物の進化を早めた。そしてやがては機誰的な環境への順応度を

高めるだけでは足りずに，外界の刺激に対する単なる物理化学的反応反射のみならず，記憶の機能

を作り出しち　これが人間が欲しいままにした英智の出現の本源になった。人軌こ現在要求されて

いる唯一のことIも　この美智により，進化の本節を知り，生物進化を自然に還元して生物学的平和

の姿を求めることであろう。
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1976年のトンボ採集報告

教育学部　　3年　江　平　憲　治

理学部　　2年　　平　川　　　力

1976年におけるトンボの採集記録を報告します。ただしSATSUMAに発表ずみのものは

除きますb　また県下のみならず　石垣島へ行かれた前田信孝君の採集記録も合わせて報告しま・すも

○鹿児島県本土のトンボ採集記録

＜イトトンボ科＞

‘1．コフキヒメイトトンボ

田上（7810♀，Y．31，江平）；水喰池（236♀，Ⅵ．14，江平）；伊教田入道

（437♀，Ⅵ．18，有村）（832♀，Ⅵ．18，江平）（78，Ⅶ．5，有村）指宿魚

見岳（234♀，Ⅷ．4，江平）；平田池（181♀，Ⅷ．11，江平）；国分市向花（33，

Ⅷ．15，江平）；照国神社池（13，K．15，江平）；水喰池（18，K．18，江平）；

志布志野井倉（1♀，X．11，江平）；志布志上宮内（1谷，Ⅹ．11，江平）

2．ホソミイトトンボ

蘭牟田池（3♀，Ⅷ．9，江平）；隼人町小浜（13〔越冬型〕，X．11，江平）（33

1♀　圃冬型］，刃．5，江平）；蘭牢田池（4谷7♀〔越冬型〕，刃．12，江平）

3．キイトトンボ

水喰池（1♀，Ⅵ．14，江平）；指宿魚見岳（232♀，Ⅷ．4，江平）（5番，Ⅷ．4，

有村日23，Ⅷ．19，有村）；丸池（131♀，Ⅷ．8，江平）；国分市向花（1♀，Ⅷ．

15，江平）；長島（2♀，Ⅷ．16，江平）；丸池（13，Ⅸ．8，有村）

4．リュウキュウペニイトトンボ

指宿魚見岳（23，Ⅷ．4，江平）；照国神社池（33，Ⅸ．15，江平）；竹田神社泡

（5谷1♀，Ⅸ．23，江平）；吹上町（43，Ⅸ．24，有村）（181♀，Ⅸ．24，江

平）；鶴丸城跡掘（2谷，Ⅸ．30，江平）；水喰池（23，X．10，江平）

5．　アジアイトトンボ

水喰池（lS2♀，Ⅲ．22，江平日2♀，Ⅵ．14，江平）；砺牟田池（232♀，Ⅷ．

9，江平）；平田池（13，Ⅷ．11，江平）；水喰池（1♀，Ⅸ．16，江平）

6．　アオモンイトトンボ

平田池（1♀，Y．20，江平）；鹿大農学部（lSl♀，Ⅵ．6，江平）；鹿大教育学部

（432♀，Ⅵ．21，江平）；指宿魚見岳（33，Ⅷ．4，江平）；国分市向花（534♀，

Ⅷ．15，江平）；重富山之口池（183♀，Ⅸ．14，江平）；照国神社池（1♀，K．

15，江平）；水噴油1432♀，Ⅸ．16，江平）；国分市清水（1谷1♀，Ⅸ．18，江
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平）；隼人町清水（432♀，Ⅸ．18，江平）；正円池（28，Ⅸ．24，江平）；阿久根

（1♀，X．6，平川）；志布志松波（131♀，Ⅹ．11，江平）；水喰池（1♀，X．

30，江平）；山川町竹山（1古，礼　21，江平）

7．クロイトトンボ

水噴油（1谷，皿．22，江平）；照国神社池（433♀，Ⅵ．11，江平）；指宿魚見岳

（13，Ⅷ．4，江平）；栗野町丸池（732♀，Ⅷ．8，江平）；蘭牟田地（2♀，Ⅷ。9，

有村）（6812♀，Ⅷ。9，江平）；平田池（23，Ⅷ．11，江平）；丸池（33，Ⅸ．

8，有村）（13，K．8，江平）；重富山之口池（23，K。14，江平）；水喰池（lS，

Ⅸ．16，江平）；霧島御地（4谷6♀，Ⅸ。17，江平）；国分市清水（1♀，Ⅸ。18，

江平）；吉松（333♀，Ⅸ．22，江平）；丸池（1谷4♀，Ⅸ。22，江平）；水喰池（

2♀，X．10，江平）；志布志野井倉（131♀，X．11，江平）（18，X。11，平

川）

8．セスジイトトンボ

粟野町丸池（1番，Ⅶ．8，江平）；平田池（1♀，Ⅷ。11，江平）；丸池（1谷，Ⅸ。

15，江平）；国分市清水（1♀，Ⅸ．18，江平）

9．オオイトトンボ

粟野町丸池（13，Ⅷ．29，江平）

10．ムスジイトトンボ

水喰池（28，K．16，江平）；平田池（18，Ⅸ。30，江平）；志布志野井倉（43，

X．11，江平）

＜モノサシトンボ科＞

11．　モノサシトンボ

照国神社池（3谷，Ⅵ．11，江平）；粟野町丸池（23，Ⅷ。8，江平）（3♀，Ⅷ。

21，江平）；平田池（1♀，K．14，江平）；竹田神社池（38，Ⅸ．23，江平）；志

布志野井倉（281♀，X．，1．1，．江平）（lSl平，革．11，平川）

＜アオイトトンボ＞

12．　オオアオイトトンボ

粟野町丸池（2♀，Ⅸ．22，江平）（28，Ⅸ．29，江平）；鹿大玉利池（13，X．

10，江平）；志布志宝満神社（1谷，Ⅹ．11，庄平）；水喰池（2番，X．30，江平）

＜カワトンボ科＞

13．バグロトンボ

伊敷町（2♀，Ⅵ．15，有村）（2平，Ⅷ．31，有村）；粟野町丸池（123，Ⅸ．8，

有村）；志布志野井倉（lSl♀，X．11，平川）

14．　ミヤマカワトンボ

栗野町錆河川（1谷2♀，Ⅵ．20，池田慎）
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15．カワトンボ

伊敷町（48〔茶項型2透明型2〕1♀，Ⅵ．15，有村）；栗野町丸池（18〔透明型1〕

1♀，Ⅵ．20，平川）；粟野町鋪河川（38〔茶超型1透明型2〕1♀，Ⅵ．20，池田慎）

＜サナエトンボ＞

16．ヤマサナエ

栗野岳（13，Ⅵ．20，福田）

17・タイワンウチワヤンマ　　　Selys　タイワンウチワヤンマ

蘭牢田池（18，Ⅷ．9，有村）

＜ヤンマ料＞

18．　ミルンヤンマ

平田池（18，Ⅸ．14，江平）；霧島御池（13，Ⅸ．17，江平）

19．コシボソヤンマ

栗野町丸池（18，Ⅸ．15，江平）

20．　カトリヤンマ

重富（2♀，Ⅸ．14，江平）；平田池（1♀，X．11，江平）

21．ヤブヤンマ

指宿魚見岳（18，Ⅶ．19，有村）

22．マルタ　ンヤンマ

指宿魚見岳（1♀，Ⅶ．21，有村）

23，クロスジギンヤンマ

指宿魚見岳（18，Ⅷ．4，有村）

＜ヤマトンボ科＞

24．コヤマトンボ

栗野（18，Ⅵ．30，二町）

＜トンボ科＞

25．ハラビロトンボ

田上（1♀，V．31，江平）；水喰池（48，Ⅶ．7，有村）；魚見岳（1♀，Ⅷ．4，

平川）

26．ハラボソトンボ

粟野岳温泉（18，Ⅵ．20，福田日28，Ⅵ．20，平川）（4古，Ⅵ．20，池田慎）

（2含，Ⅵ．20，田口）；鰻池（1♀，Ⅹ．17，江平）

27．　シオカラトンボ

指宿魚見岳（2谷，Ⅷ．4，有村）；蘭牟田池（1谷，Ⅶ．9，有村）

28．　オオシオカラトンボ

上荒田町（13，Ⅵ．14，芝）；指宿魚見岳（28，Ⅷ．4，有村）；鰻池（23，X．

20，池田惧）
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29．ハブチョウトンボ

伊敷町田入道（13，Ⅵ▼．15，有村）（1334♀，Ⅵ。18，有村）（15谷8平，Ⅵ．

18，江平）（535♀，Ⅶ．3，平川）（731♀，Ⅶ。5，有村）

30．ショウジョウトンボ

水喰池（6谷，Ⅶ．7，有村）；魚見岳（28，Ⅷ。4，有村）；長島（1谷1♀，Ⅷ．

16，江平）；照国神社（13，Ⅸ．15，江平）；水喰池（1♀，X。10，江平）

31．コフキトンポ

蘭牟田地（13，Ⅷ．9，江平）

32．　ミヤマアカネ

粟野丸池（3♀，Ⅷ．8，江平）（2古，Ⅸ．8，有村）；国分市清水（1平，Ⅸ．18，

江平）；粟野丸池（18，Ⅸ．22，江平）；志布志上宮内（1♀，X．11，江平）

33．タイリクアカネ

粟野丸池（1♀，Ⅸ．15，江平）j鹿大内池（131♀，Ⅹ．10，江平）；隈之城（1

谷2♀，Ⅸ．3，江平）；阿久根折口（1♀，刃．3，江平）；山川町竹山（13，期．21，

有村）（13，期．21，江平）；平田池（13，期．5，江平）

34．ナツアカネ

鹿大内池（1谷，X．10，江平）；阿久根折口（18，刃．3，江平）

35．アキアカネ

霧島中岳（33，Ⅸ．17，江平）；粟野丸池（1♀，Ⅸ。29，江平）；水喰池（1♀，

X．16，平川）；鰻池（18，X．17，江平）；重富（1♀，X．31，池田慎）；鹿大

内池（13，期．1，江平）；隈之城（3♀，刃．3，江平）；折口（1♀，刃．3，江平）

36．マイコアカネ

蘭牢田池（131♀，Ⅷ．9，江平）；平田池（1♀，Ⅷ．11，江平）；重富（18，Ⅸ．

14，江平）；国分市清水（33，Ⅸ．18，江平）；吹上町（23，Ⅸ。24，有村日1

谷2♀，Ⅸ．24，江平）；重富山之口池（2♀，K．30，江平）；平田池（1♀，Ⅸ。

30，江平）；志布志松波（231♀，X．11，江平）（2谷，X．11，平川）；隼人町

小浜（1♀，方．11，正平）；鰻池（1♀，ガ．17，平川）；水喰油日31♀，ガ。

30，江平）；重富（2♀，Ⅹ．31，池田慎）；阿久根折口（13，期．3，江平）；喜入

中名（53，刃．6，池田慎）；山川町竹山（1♀，刃．21，江平）；蘭牟田池（13，肌

12，江平）

37．　ヒメアカネ

水喰池（1谷，Ⅶ．7，有村）；粟野町丸池（1谷，Ⅷ．29，江平HlS，K．15，

江平）；水喰池（1♀，Ⅸ．16，江平）；霧島御地（181♀，K．17，江平）；吉松

（3谷1♀，Ⅸ．22，江平）；竹田神社池（1♀，Ⅸ．23，江平）；吹上町（23，Ⅸ．

24，有村）（131♀，K．24，江平）；吉利池（1♀，Ⅸ．24，江平）；粟野町丸池

（13，Ⅸ．29，江平）；重富山之口池（1♀，Ⅸ．30，江平）；水喰池（1♀，Ⅹ．
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30，江平）；限之城（2谷，刃．3，江平）；水境地（2古，刃．1，江平）

38．マユタテアカネ

粟野町丸池（28，Ⅷ．8，江平）（131♀，Ⅷ．21，江平）（5谷，Ⅸ．8，有村）；

重富（13，Ⅸ．14，江平）；水喰池（131♀，Ⅸ．16，江平）；霧島御池（1♀，Ⅸ．

17，江平）；丸池（33，Ⅸ．15，江平）；吉松（331♀，Ⅸ．22，江平）；竹田神

社池（181♀，K．23，江平）；吹上町（232♀，Ⅸ．24，江平）；丸池（2♀，Ⅸ．

29，江平）；阿久根（232♀，X．6，平川）：志布志野井倉（1♀，Ⅹ．11，江平）

（132♀，X．11，平川）；志布志宝満神社（lS，X．11，江平）；隼人町小浜（1

3，X．11，江平）：重富（2谷1♀，X．31，池田慎）；隈之城（1谷1平，刃．3，

江平）；山川町竹山（1♀，刃．21，江平）

39．リスアカネ

栗野町丸池（23，Ⅷ．29，江平）（131♀，Ⅸ．15，江平）；水喰池（18，Ⅸ．

16，江平）（2令，K．18，江平）；丸池（1♀，K．22，江平）；竹田神社池llS，

Ⅸ．23，江平）；照国神社池（1谷1平，Ⅸ．28，江平）；丸池（lS1♀，Ⅸ．29，

江平）；重富山之口池（131♀，Ⅸ．30，江平）；阿久根（1谷，Ⅹ．6，平川）；鹿大

内池（13，Ⅹ・10，年平）；志布志宝満神社（1谷2♀，Ⅹ・11，江平）

40．ノシメトンボ

重富山之口池（18，Ⅸ．14，江平）；阿久根（231♀，Ⅹ．6，平川）；隈之城（1

番，刃．3，江平）；阿久根折口（331♀，刃．3，江平）

41．　コノシメトンボ

粟野町丸池（13，K．29，江平）；阿久根折口（1♀，刃．3，江平）

42．キトンポ

水喰池（3谷1♀，X．10，江平）；志布志野井倉（1谷，X．11，江平）；隈之城

（1♀，刀．3，江平）；平田池（13，期．5，江平）；重富山之口池（18，期．18，

江平）

43．ネキトンポ

重富山之口池（1令，Ⅸ．14，江平）；丸池（43，K．15，江平）；水喰池（332

♀，X．10，江平）；志布志松波（13，X．11，江平）；水喰池（1♀，X．30，江

平）；山川町竹山（1谷，X．17，江平）（1谷，X．17，平川）

44．バネビロトンボ

指宿魚見岳（13，Ⅷ．19，有村）；鰻池（13，X．17，江平）（13，X．17，

平川）；山川町竹山（18，Ⅹ．17，平川）

45．コシアキトンボ

城山（1♀，Ⅴ．26，芝）

46．ペニトンボ

鰻池（33，Ⅹ．17，江平）．（23，X．17，平川）（13，Ⅹ．20，池田惧）
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47．チヲウトンボ

水喰池（73，Ⅶ．7，有村）；指宿魚見岳（13，Ⅶ．21，有村）（18，Ⅷ。4，平

川）

○鹿児島県離島のトンボ採集記録（奄美大島・飯島）

＜イトトンボ科＞

1．コフキヒメイトトンボ

奄美湯湾（231♀，Ⅶ．16，平川）（1平，Ⅶ．16，宮本）（1♀，Ⅶ．18，池田

秀）；奄美田検（234♀，Ⅶ．19，田口）

2．リュウキュウペニイトトンボ

奄美湯湾（13，Ⅶ．14，平川）（1谷，Ⅶ．14，池田秀）；奄美西仲間手前（13，

Ⅶ．20，村上）

3．アオモンイトトンボ

奄美湯湾（1卓，Ⅶ。13，平川）（631♀，Ⅶ．14，平川）（1♀，Ⅶ。14，田口）

（1♀，Ⅶ．15，平川）（18，Ⅶ．15，田口）；奄美田検（18，Ⅶ．19，小島）

＜モノサシトンボ＞

4．アマミルリモントンボ

奄美住用村（18，Ⅶ．14，二町）；奄美湯湾岳（18，Ⅶ．15，池田秀日13，Ⅶ．

15，仙場）；奄美宇検村（13，Ⅶ．16，池田秀）

くカワトンボ科＞

5．リュウキュウバグロトンボ

奄美湯湾岳（13，Ⅶ．14，柴田）（lS，Ⅶ．15，仙境）（1番，Ⅶ．15，神園）；

奄美住用村（13，Ⅶ．16，木下）；奄美湯湾岳（1平，Ⅶ。19，宮原）

くサナエトンボ科＞

6．タイワンウチワヤンマ

奄美田検（13，Ⅶ．16，池田慎）

＜オニヤンマ科＞

7．オニヤンマ

奄美湯湾岳（18，Ⅶ．14，池田秀）

8．　ミナミヤンマ

奄美田検（1♀，Ⅶ．13，前田）；奄美湯湾岳（13，Ⅶ。14，柴田）（lSl♀，Ⅶ．

15，池田秀）（13，Ⅶ．16，田口）；奄美田検（1♀，Ⅶ。16，前田）；奄美湯湾岳

（1♀，Ⅶ．19，宮原）（1♀，Ⅶ。19，村上）；奄美西仲間（131平，Ⅶ．19，池

田慎）；奄美八津野（1♀，Ⅶ．19，津田）；奄美今里（1♀，叩．19，前田三）

＜ヤンマ科＞

9．リュウキュウカトリヤンマ
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奄美湯湾岳（1♀，Ⅶ．15，池田慎）

10．ヤプヤンマ

奄美朝仁（13，Ⅶ．20，池田慎）

＜トンボ科＞

11．ハラボソトンボ

奄美湯湾（1古，Ⅶ．13，平川）；奄美田検（13，Ⅶ．13，前田）；奄美芦検（13，

Ⅶ．14，神門）；奄美田検（23，Ⅶ．16，柴田）；奄美湯湾（1♀，Ⅶ．16，池田秀）

12．シオカラトンボ

奄美湯湾岳（1谷，Ⅶ．16，池田慎）；奄美田検（13，Ⅶ．16，柴田）；飯島手打

（1♀，Ⅹ．5，池田慎）

13．オオシオカラトンボ

奄美湯湾岳（18，Ⅶ・13，平川）11♀，Ⅶ・14，平川）；奄美芦検（2谷，Ⅶ・

14，神門）；奄美湯湾岳（1谷，Ⅶ．15，神門）；奄美西仲間（1♀，Ⅶ．15，村上）；

奄美宇検村（1♀，Ⅶ．15，田口）；奄美湯湾岳（13，Ⅶ．16，池田慎）（1♀，Ⅶ．

16，仙場）；奄美田検（13，Ⅶ．16，柴田）；奄美八津野（1♀，Ⅶ．19，二町）

（131♀，Ⅶ．19，田口）；飯島青瀬（1谷，X．5，村上）

14．ショウジヲウトンボ

奄美湯湾岳（18，Ⅶ．13，池田慎）；奄美田検（18，Ⅶ．13，前田）；奄美域（1

♀，Ⅶ．14，前田）；奄美宇検（13，Ⅶ．14，木下）；奄美西仲間（．1平，Ⅶ．15，

村上）；奄美湯湾岳（1♀，Ⅶ．16，平川）；奄美田検（23，Ⅶ．16，柴田）（13，

Ⅶ．19，樋口）；奄美西仲間（1♀，Ⅶ．19，池田慎）

15．　ヒメトンボ

奄美西仲間（23，Ⅶ．13，池田秀）；奄美城（13，Ⅶ．14，前田）；奄美西仲間

（2♀，Ⅶ．14，村上）（13，Ⅶ．19，平川）

16．コシブトトンボ

奄美田検（1♀，Ⅶ．13，前田）

17．ナツアカネ

飯島手打（33，X．5，池田慎）

18．マユタテアカネ

飯島手打（1谷，Ⅹ．3，神園）（1♀，X．4，村上）（2谷，Ⅹ．5，池田慎）tlS，

X．6，池田慎）

19．　ウスバキトンポ

奄美湯湾岳（1谷，Ⅶ．13，池田慎）（2♀，Ⅶ．14，平川）（1♀，Ⅶ．19，中川）

20．バネピロトンボ

奄美西仲間（1♀，Ⅶ．15，村上）
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○沖縫県石垣島のトンボ採集記録

くモノサシトンボ科＞

1．　マサキルリモントンボ

石塩島（1番，値。15，前田信）

くミナミカワトンボ科＞

2．コナカバグロトンボ

石垣島（23，Ⅷ．16，前田信）

＜カワトンボ科＞

3．クロイワカワトンボ

石垣島オモト岳（13，Ⅷ．15，前田信HlS，Ⅷ．16，前田信）

く考　察〉

1976年の採集記録の中でi　新分布記録となったもの，及びそれ以前で新分布記録でありなが

ら未発表のままであったものについて取り上げることにする。なお分布の地域区分Iも　成見和船先

生の鹿児島県のトンボ（分布一覧表）〔SATSUMA　21（64）：140～147，1972〕

の区分に従ってある。

地　 域　 名 大 南 北 市 雲
種　 名 隅 直 薩 郡 島

1） ベニイトトンボ ● ◎

2） セスジイ トトンボ ○ ◎

3） オオイトトンボ ● ● ◎

4） ムスジイ トトンボ ● ● ○ △

5） ヒメクロサナエ ◎ ○

6） アオサナエ ● △

7） コシボソヤンマ △ ● ●

8）．r ヤプヤンマ ● △ ● ●

9） マルタンヤンマ △ ●

1 0） アキアカネ ◎ ● ● ●

1 1） マイコアカネ ◎ ● ● ●

1 2 ） ヒメアカネ ○ ◎ ● ● ◎

1 3） リスアカネ ● ◎ ◎ ● ◎

1 4） ネキ トンポ ◎ ◎ ○ ● ●

（備　考）

●　上述の分布一覧表に示されているもの

0　1975年までに追加され発表ずみ

△　1975年までに追加され未発表

◎　1976年の新分布記録

1）sATSUMA　25（72）参照

4）鹿児島市水喰池（131♀，V。15，

1973，山元一裕）

5）SATSUMA　25（72）参照

6）川辺町（終令幼虫1執1974，平田

国堆）

7）川辺町勝目麓（1♀，Ⅶ．20，1974，

有村国昭）

8）喜入町前之浜（13，Ⅶ。23，1973，

有村国昭）

9）喜入町旧市（132♀，Ⅷ。7。1973，

有村国昭）；指宿市魚見岳（2♀，Ⅷ。

17．1974，有村国昭）

0上記の表の通り，1976年lこは，9種13地域の新分布記録をつくることができた。

（その他）

0霧島御池は宮崎県にはいるが，一応鹿児島県の記録に加えて発表しておく。なお霧島地区での

コシアキトンボの記蝕まないカち　この日（9月17日）には1頭卸池で目撃した（江平）。
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0鰻池のベニトンボについて11月21日には目撃できなかった。（有村，江平）

0加世田市竹田神社にて，アメイロトンボ13を確認した。【写真参照〕（山元，有村）

＜参考文献＞

1．鹿児島大学生物研究会　LE丑EN．：第10号～第14号（1972年～1976年）

2．鹿児島昆虫同好会　SATSUMA　21（64）～25（72）（1972年～1976

年）

3．石田昇三（1969）；原色日本昆虫生態図鑑＝l）トンボ編　保育社

楽　LEBEN15号　訂正　　力：平憲治

LEBEⅣ13号で，同定のうえでまちがいがありましたので　下のように訂正するとともに

深くおわびします。（P．22，下から8～9行）

＜Lestidae　アオイトトンボ科＞

3・LesteS SPOn8a EanSem軋nn　アオイトトンボ

＜Agrionidae　イトトンボ科＞

3．Cercion calamorllm Ri8　クロイトトンボ
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1．1976年7月5日，伊敷

町田入道の休耕田にて交尾

中のハダチョウトンボ0

こういう交尾熊は特異的で

交尾中の休止時か終了後の

姿勢であろう。7月にはい

ると生殖活動が盛んになる。

2．1976年7月21日，加

世田市竹田神社にある池の

近くの林で小枝に静止して

いるアメイロトンボ0

アメイロトンボは，たそが

れ活動性が強く夕方になる

と盛んに活動するが昼間は

林の中で静止している。

3．1976年7月21日，加

世田市竹田神社の池で静止

しているオオバラビロトン

ボ0

この日には，同種を8頭目

馨し，331♀を採集しすら

大量発生は近年にはないこ

とであら

（写真：有村国昭）

albo
長方形

albo
テキストボックス
←(態)へ訂正



鹿児島県におけるカメムシ採集報告（1976年）

農学部3年　大　野　和　朗

農学部1年　津　田　勝　男

1976年の1月から12月までの鹿児島県における採集の記録を報告します。

＜ツチカメムシ科＞

1．ヨコヅナツチカメムシ　　栗野・温泉（1頭，Ⅵ．19，福田）

2．ツチカメムシ　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．13，大野）

3．ベニッチカメムシ

粟野・温泉（1頭，Ⅵ．18，津田）（1頭，Ⅵ．19，宮本）；高千穂峰（1頭，Ⅶ．8，

古賀）

＜マルカメムシ科＞

4．マルカメムシ

下甑・手打～青海（1頭，X．4，村上）；下甑・青梅（2頭，X．5，村上）

＜カメムシ科＞

5．アカスジキンカメムシ　　　粟野・カシワ林（1頭，Ⅵ．20，田中）

カエデの葉の叩網によって採亀

6．　アカギカメムシ

奄美・湯湾岳（3頭，Ⅶ．15，大野）（1頭，Ⅶ．16，中川）

八津野（多数，嶋．21，村上）

7．　オオキンカメムシ

佐多岬～大泊（1頭，Ⅴ二2，大野）；佐多岬（・1頭，Ⅴ．2，宮本）ぐ1頭，Ⅴ．2，中

川）（3頭，Ⅴ．2，古賀）（1或　Ⅴ．2，三隅日10諷　Ⅴ．2，村上）；高千穂峰

（5亀　　　　大野）（2頭，嶋．8，古賀）

8．シロへリカメムシ　　　高千槙峰（1頭，Ⅶ．26，二町）

9．イネカメムシ　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．16，宮本）

10．マルシラホシカメムシ

奄美・湯湾岳（1頭，Ⅷ．15，大野）；奄美・須古（1頭，Ⅶ．19，大野）

11．ムラサキシラホシカメムシ

奄美・須古（1諷　Ⅶ．19，大野）；奄美・西仲間（2頭．Ⅶ．21，村上）

12．トゲカメムシ　　粟野・温泉（1頭，Ⅵ．19，仙場）（2頭，Ⅶ．7，村上）

13．クサギカメムシ

佐多岬”大泊（3頭，Ⅴ．2，大野）；佐多岬（1頭，Y．2，中川）
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14．エゾアオカメムシ

高千穂嘩（1頭，Ⅵ．3，木下）（1頭，Ⅶ．25，村上）（2頭，Ⅶ。27，二町）；高

千穂河原（2風　Ⅵ．21，村上）

15．ヒメナガメ　　　奄美・須石（1現　Ⅶ．14，宮本）

16．　ウシカメムシ

奄美・湯湾岳（1亀

17．アオクサカメムシ

18．　ミナミアオカメムシ

阿久根市西目（1頭，

現　Ⅶ．13，村上）

16，中川，黄帯型）

・18，宮鹿）（1♀，

Ⅶ．19，村上，幼生）；下甑・手打（1頭，ガ．5，三隅）

粟野・温泉（3頭，Ⅵ。20，村上）

Ⅶ。3，ニ町）；奄美・湯湾（1現　Ⅶ。13，大野，黄帯型Hl

（7亀　Ⅶ．15，田口）（1♀，Ⅶ。16，出水）（1谷，Ⅶ。

（1頭，Ⅶ。16，村上）（2谷，Ⅶ．18，宮本）（1谷，Ⅶ．

Ⅶ．18，前田）（1♀，Ⅶ．18，平川）（1頭．Ⅶ．19，池田，

黄樽型）（1頭，Ⅶ．19，村上主

19．　チャバネアオカメムシ

佐多岬～大泊（2醜　V．2，大野）；栗野岳（1頭，Ⅴ．25，大野）；奄美・湯湾（1

頭，Ⅶ．16，宮本）（1頭，Ⅶ．16，前田）（2頭．Ⅶ．19，宮本）（1頭，Ⅶ。

19，村上）；奄美・湯清畠（2乳　Ⅶ。19，神園）

20．ツヤアオカメムシ

佐多岬～大泊（1頭，V．2，大野）；奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．13，大野）（1頭，Ⅶ。

15，津田）

21．　ツマジロカメムシ

粟野・温泉（5執　Ⅵ．20，大野）（l頭．Ⅵ。20，村上）；奄美・湯湾（1頭，Ⅶ。

16，平川）

22．イチモンジカメムシ

奄美・湯湾Ul頭，Ⅶ．16，村上）；奄美・須古（5亀　Ⅶ．・19，大野）

23．トホシカメムシ　　　蒔千徳峰（1醜　Ⅵ．3，木下）

24．キュウシュウクチブトカメムシ

奄美・住用村（1諷　Ⅶ．14，宮原）；奄美・西仲間（1或　Ⅶ。15，ニ町）（1頚，

Ⅷ．16，村上）；奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．16，三隅）；奄美・湯湾岳（1鴎　Ⅶ．19，

村上）；奄美・酉仲蘭（1頭，Ⅶ．20，出水＝1現　Ⅶ。21，村上）

25．シロへリクチプトカメムシ

奄美・湯湾（1頭．Ⅶ。12，津田）；奄美・石良（1頭，Ⅶ．14，宮本）；奄美・西仲

間（1頭，Ⅶ．16，田中）；奄美・湯湾（1頭．渦．16，村上）（1頑，Ⅶ。19，中

川）；指宿（1執　刀．17，古賀）

＜ツノカメムシ科＞

26．ヒメハサミツノカメムシ　　高千穂峰（1頭　Ⅴ．1，木下）（6頭，Ⅵ．3，木下）
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27．ハサミツノカメムシ

高千穂峰（1頭，Ⅴ．1，本下目14頭，Ⅵ．3，本下目1谷，叫．25，村上日1

3，Ⅶ．26，二町日lSl♀，Ⅶ．8，村上）

28．セアカツノカメムシ

高千穂峰（22頭，Ⅵ．3，木下）（7頭，Ⅷ．8，古賀）（3315平，Ⅶ．25，村上）

（435♀，Ⅶ．8，村上）（2♀，Ⅶ．26，二町）

29．エゾツノカメムシ

高千穂峰（3諷　Ⅵ．3，木下）（1谷，Ⅶ．8，村上）（2谷4♀，Ⅶ．25，村上）

（1谷，Ⅶ．26，池田）

30．モンキツノカメムシ

粟野・温泉（1頭，Ⅴ．9，出水）（1頭，Ⅵ．19，古賀）；高千穂嘩（2頭，Ⅵ．3，

木下）

31．アオモンカメムシ（アオモンツノカメムシ）

粟野・温泉（1頭，Ⅵ．20，村上）；奄美・湯湾（1諷　Ⅶ．19，宮本）

＜エビイロカメムシ科＞

32．エビイロカメムシ　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．13，宮本）

＜ヘリカメムシ料＞

33．オオヘリカメムシ　　粟野・温泉（1頭，Ⅴ．9，出水）（1頭，Ⅵ．19，福田）

34．ホシハラビロへリカメムシ

粟野・温泉～カシワ林（2頭，Ⅵ．19，大野）；下甑・手打～青海（lSl♀，Ⅹ．4，

村上）；下甑・青瀬（2平，X．5，村上）

35，アズキへリカメムシ

奄美・城ll頭，Ⅶ．14，大野）；奄美・石良（2頭，Ⅶ．14，宮本）

36．オオクモへリカメムシ　　粟野・温泉（1或　Ⅵ．20，村上）

37．ツマキヘリカメムシ

佐多岬～大泊（5亀　Y．2，大野）；栗野・温泉～カシワ林（1鴎　Ⅵ．19，大野）

38．ホオズキカメムシ

佐多岬～大泊（1亀　Ⅴ．2，大野）；奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．13，村上）；奄美・石良

（1頭，Ⅶ．14，宮本）；奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．15，村上）；奄美・役勝（1醜Ⅶ．

16，出水）；奄美・田検（1頭，Ⅶ．16，池田）（3頭，Ⅶ．16，宮本）；下甑・青

海（1頭，X．5，村上）

39．キバラへリカメムシ　　城山（1頭，Ⅳ．4，村上）

40．ホソハリカメムシ

奄美・湯湾～名柄（1頭．Ⅶ．15，大野）；奄美・湯清く1頭　Ⅶ．16，宮本）；奄美・

湯湾岳（1頭，Ⅶ．19，神国）
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41．ハリカメムシ

鹿児島大学構内（1頭，V．27，大野）；奄美・田検（1或　Ⅶ．16，前田）

42．クモへリカメムシ

奄美・湯湾（1頭，Ⅷ．12，津田Hl頭，Ⅶ。13，大野）（2頭，Ⅶ。16，宮本

1頭幼虫）

43．キベリヘリカメムシ　　奄美・湯湾岳（1頭，Ⅶ．15，大野）

44．ホソヘリカメムシ

奄美・小湊（2諷　Ⅳ．12，ニ町）；大泊（2諷　V．2，出水）；奄美・須古（1頭，

Ⅶ．14，宮本）；奄美・湯湾岳（1或　Ⅷ．15，大野）

45．プチヒゲヘリカメムシ　　　高千穂峰（1諷　　　　二町）

46．アシビロへリカメムシ

奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．13，村上）；奄美・朝戸（2諷　Ⅶ。14，出水）；奄美・石艮

（1頭，Ⅶ．14，宮本）；奄美・須古（4執　Ⅷ。16，出水）；奄美・田検（5諷Ⅶ。

16，池田）；奄美・湯湾（1諷　Ⅶ．16，三吼　幼虫）

二がゴリのつるの叩絹によって得られた。

くナガカメムシ科＞

47．コマダラナガカメムシ　　奄美・須古（1頭，Ⅶ．14，宮本）

48．ヒメマダラナガカメムシ

奄美・西仲間（1醜　Ⅶ．16，村上）；奄美・湯湾岳（1諷　Ⅶ．19，村上）

49．セスジナガカメムシ　　　佐多岬～大泊（1頭，V．2，大野）

50．ヒョウタンナガカメムシ　　粟野・温泉（1諷　Ⅴ．9，村上）

51．キベリヒョウタンナガカメムシ　　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．14，宮本）

52．オオモンシロナガカメムシ

奄美・湯湾（1頭，Ⅷ。13，大野）（1諷　Ⅶ．15，中川）

くオオホシカメムシ科＞

53．才オホシカメムシ

城山（1諷　Ⅳ．22，村上）；栗野・温泉～カシワ林（1諷　Ⅵ。19，大野）

54．　ヒメホシカメムシ

大泊（2頭，Ⅴ．1，村上）；栗野・温泉～カシワ林（1亀　Ⅵ．19，大野）；奄美・湯－・

湾（5頭，Ⅶ．13，大野）（1頭，Ⅷ．16，宮本）（2諷　Ⅶ．19，村上）（1軋

Ⅶ．19，津田）

＜ホシカメムシ科＞

55．アカホシカメムシ　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．19，村上）

＜ヒラタカメムシ科＞

56．オオヒラタカメムシ　　奄美・湯湾岳（1諷　Ⅶ．15，村上）
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＜サシガメ科＞

57．トビイロサシガメ　　　鹿児島市上荒田町（1諷　Ⅵ．20，池田）

58．クピアカサシガメ

粟野・温泉（1軋　Ⅵ．19，宮本）（1頭，Ⅵ．19，古賀）（1或　Ⅵ．19，仙場）

（3頭．Ⅵ．20，村上）

59．キイロサシガメ　　奄美・新村（1頭，Ⅶ．19，池田）

60．ヤニサシがメ　　粟野・温泉（1諷　Ⅴ．9，出水Hl頭，Ⅵ．20，村上）

61．アカサシガメ

佐多岬～大泊（3頭，Y．2，大野）；栗野・温泉～カシワ林（1亀　Ⅵ．19，大野）；

粟野・温泉（1頭，Ⅵ．19，古賀）；下甑・手打～青瀬（1頭，X．4，村上）

62．キベリヒゲナガサシガメ　　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．19，村上）

63．オオトビサシガメ　　粟野・温泉（1或　Ⅵ．19，福田）

64．ユミヤサシガメ（俗称）　　奄美・湯湾（1頭，Ⅶ．16，柳原）

＜マキバサシガメ科＞

65．バネナガマキバサシガメ　　　奄美・湯湾（2頭，Ⅶ．19，宮本）

楽　採集者に池田とあるのは，すべて池田秀樹で，前田とあるの鴫　すべて前田信孝である。

※　番号に○印のついているのは，73年～75年の採集報告に発表されていないものである。

楽　和名・踵の配列は，すべて原色昆虫大図鑑（皿）（北隆館）・原色図鑑　カメムシ百種（全国

農村教育協会）によっ1ち

奄美のミナミアオカメムシの色彩型出現率

農学部3年　宮　本　和　久

ミナミアオカメムシNezal・a Viridula Linne　はカメムシ科に属しており，世界各地の温，

熱帯に広く分布し，日本では紀伊半島南郷，四国南部，九州南部以南に分布している。本種の成虫

および幼虫は非常に色彩の変異にとんでおり，成虫はその色彩によって光沢の乏しい線色である緑

色（0）型，頭部前半および前胸脊前縁に黄帯のある黄帯（0）乳　頭部前半，前胸脊前縁　半超

絹の外縁と腹育外縁にふく輪状に白帯を有するふく輸（F）型，黄色で緑斑を有する緑斑（R）型

の少なくとも4つに大別される。また成虫の色彩変異は遺伝的なものであり，地方によって各型の

出現率が異なっていることが知られている。（桐筏1971）

そこで1976年の奄美合宿において，筆者は奄美における本種の色彩型の出現率を調べる目的で
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大野和的　平川　力と共に宇検村のイネ，アズキ畑において成虫をランダムに採集し1も　その結果

を報告する。なお採集の際快く御協力くださった柳原御夫妻をはじめ宇検村の万々，及び本文をま

とめるに当り，いろいろと御指導いただいた鹿大農学部害虫学教室の湯川淳一先生，徳久英二氏に，

紙面を借りて御礼申し上げも

○奄美大島宇検村におけるミナミアオカメムシの各色彩型の採集個体数と出現率

採 集 地　 採 集　 日　 作 物 名
緑 色型 童 帯 型 ふ く輪型 緑 斑型

採 集頭 数

谷　　 ♀ 谷　　 ♀ 谷　　 ♀ 谷　　 ♀

石　 良　 Ⅶ ．1 4　 イ　 ネ 1 1 2

須　 古　 Ⅶ 。1 4　 ア ズキ 3 3 1 7

湯　 湾　 Ⅶ ．1 6　 イ　 ネ 2 8 2 0 2 3 2 7 1 1 6 4

須　 百　 Ⅶ 。1 9　 ア ズ キ 2 3 1 5 7 4 4 4 1 0 5 8

湯　 湾　 Ⅶ ．1 9　 イ　 ネ 1 8 1 2 4 1 ． 3 6 4 2 5 0

計 7 3 5 1 ．′ 1 3 8 9 1 8 6 3 1 8 1

谷　 ＋　 ♀ 1 2 4 2 1 2 7 9 全諏 査数

各 色 彩型 の 出現 率 （％ ） 6 8 ．5 1 1 ．6 1 4 ．9 5 ．0 1 8 1

鴇 6 4 ．0 ＊ 1 6 ．0 ＊ 1 6 ．0 ＊ 4 ．0 鶉 2 5

・特にことわっていない数字はカメムシの個体数である。

・「鹿児島におけるカメムシ採集報告（1976年）」の18番の記録は除いてある。

・着の付いている数字Iも　湯川，桐谷（1965）の奄美における調査結果である。

0性比：♀／（3＋♀）＝0．442

0採集者：大野，宮本　平JlL　柳原

く考　察＞

今回の調査結果を，湯川．桐谷（1965）が調べた奄美におけるミナミアオカメムシの色彩型

の出現率と比較した結果，有意水準5％で有意な差は見られなかった。

なお，調査中，本種の交尾を19組目撃した。その交尾の組み合わせを以下に記す。

08×0♀（3組），0古×0♀（3組），0番×ダ♀（5観），08×0♀（2組）

08×0♀（1組），F谷×0♀（2組），F谷×F♀（1組），RS×0♀（1細）

RS×R♀（1組）緑斑（R）型同しの交尾は7月19日に湯湾で見つけたのだが確率的に

は非常に珍しいと思われる。

＜参考文献＞

○伊藤者晴・桐谷圭治（1971）動物の数は何できまるか　ⅣⅡKブックス：133
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佐　多　採　集　報　告

農学部　2年　古　賀　俊　光

水産学部1年　柴　田　俊　幸

1976年5月1日～3日まで，新入生歓迎合宿として，肝付郡佐多町大泊を中心に行なわれた

採集の記録を発表する。なお合宿の際，いろいろ便宜をはかってくださった，佐多演習林の万々Iこ

紙面を借りて御礼申し上げる。

0合宿参加者；有村国昭，占漸申一郎，出水英治，福田勝則，池田秀軋　大野和朗，中川耕人，

二町一成，宮原克敏，宮本和久，池田慎太郎，神国政穐　木下寛之，古賀俊光，

仙場英亀　三隅和幸，村上酉朗，森野吉晴，小島貴志，柴田俊幸，田中和臣，

津田勝男，樋口賢治

0日程，コース

1日：西鹿児島駅（8：22）宴宴山川駅（9：53）→山川港（10：40）（J佐多港

（11：35～11：55）⇒大泊（14：00～15：30）

2日：大泊（9：30）－→佐多岬（11：00～14：00）－→大泊（16：00）

3日：大泊（14：55）＝争佐多港（15：28）′ヽ■山川港（16：40）

→止りIl駅（17：20）iOm西鹿児島駅（18：28）

※コース申，コ0gは鉄道，吟はタクシー，＝事はバス，／ヽメは船，→は徒歩を示すら

0大泊～佐多坤の主な採集地

A．鱗　効　目

l　チョウ類

くセセリチョウ科＞

1．チャバネセセリ

大泊（1♀，Ⅴ．工，池田）；伊座敷～島泊（18，Ⅴ．1，福田）

2．クロセセリ

大泊（1頭，V．1，池田）（1古，Ⅴ．1，田中）；田尻（1頭，Ⅴ．2，池田）

佐多岬（1頭，Ⅴ．2，宮原）

3．ヒメイチモンジセセリ　　　大泊（1醜　V．1，仙場）

くアゲハチョウ科＞

4．ジャコウアゲハ

大泊（1♀，Ⅴ．1，池田Hl平，V．2，池田）（2平，V．1，小島）

大泊∴佐多坤（1谷，Ⅴ．2，出水）
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楽　採集記軌まないが，モンキアゲハは各地で見られた。

＜シロチョウ科＞

5．ツマベニチョウ　　　伊座敷～島泊（23，Ⅴ．1，福田）（13，V．1，村上）

天候不順のためカヽ　少なかっナら

＜シジミチョウ科＞

6．　ウラナミシジミ 大泊（1♀，Ⅴ．1，池田）

7．ヤマトシジミ

大泊（131♀，Ⅴ・1，池田）（1谷1♀，Ⅴ・1，池田）（1♀，V，2，仙場）

8．ルリシジミ　　　大泊（13，Ⅴ．1，福田）

9．シルビアシジミ　　　島泊（1♀，V．1，神国）

島泊でミヤコグサに産卵中の1♀を採集b　ミヤコグサiも　いたるところに見られたカも　他の

場所では，採集されなかった。

＜タテハチョウ科＞

10．タテハモドキ

大泊（3或　V．1，津田）（1頭，Ⅴ．1，田中）（1谷1♀，V．1，小島）

秋はど多くはないが，普通に見られたよう1品

11．イシガケチョウ　　大泊（23，Ⅴ．1，津田）；山川（23，V．1，小島）

＜ジャノメチヲウ科＞

12．ヒメジャノメ　　　田尻（13，V．2，池田）

13．ヒメウラナミジャノメ　　　大泊（2頭，V．2，古賀）

昨年の秋は，ウラナミジャノメが多かったが，今年は採集されなかった。

※　天候不順のためか，チョウは全般的に低調だった。また迷蝶で越冬したものがないか，気を

付けていたが，見あたらなかっ1も

丑　ガ　類

くヒトリガ科＞

1．モンシロモドキ 大泊（1頭，Ⅴ．1，木下）

くカレハガ科＞

2．マツカレハ　　　大泊（23，Ⅴ．1，池田）

＜シャクが科＞

3．ウスチャトビモンエダシャク　　　大泊（1頭，Ⅴ．1，池田）

原色昆虫大図鑑日蝶・蛾）（北隆館）及び鼠色日本蛾類図鑑　（保育社）によると，分

布は屋久島までとなっており，迷蛾としての可能性がある。しかし，個体の鮮度などから見

て，発生していたと患われる。

亀　ウスイロオオユダシャク　　　大泊（23，V．1，池田）

5・エダリヅマエダシャク　　大泊Ll頭，Ⅴ・2，池田）
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くメイガ科＞

6．オオクロへリキノメイが　　大泊（3軋　V．1，池田）

菜　好天に恵まれず，採集した個体数は，少なかった。又，採集した個体は，すべてブルーライ

トに飛来したものである。

華　池田とあるの鴫　すべて池田秀樹である。

B．翰　週　目

＜タマムシ科＞

1．ルリナガポソタマムシ

大泊（1頭，Ⅴ．1，田中）（7頭，V．1，津田）（2頭，V．1，宮原）

＜コメッキムシ科＞

2．トビイロクシコメッキ　　　佐多岬（1頭，V．2，津田）

＜カミキリムシ科＞

3．ムネマダラトラカミキリ　　　大泊（1頭，Ⅴ．1，宮原）

4．ヅマルトラカミキリ　　大泊（1頭，Ⅴ．1，宮原）

5．ホシペニカミキリ　　　佐多岬（1♀，Ⅴ．2，津田）

6．ヤハズカミキリ　　　大泊（1薗　V．1，三隅）（132♀，Ⅴ．1，宮原）

7．ヒメヒゲナガカミキリ

大泊（38，V．2，出水）（1♀，V．1，宮原）；伊座敷（1頭，Ⅴ．1，三隅）

伐採木上で得られた。

8．ヒトオビアラゲカミキリ

大泊（2頭，V．2，出水）；伊座敷（1頭，Ⅴ．1，三隅）

枯れ枝の叩き細で得られた。

9．コゲチャサビカミキリ　　　大泊（1頭，V．1，宮原）

10．サビアヤカミキリ　　　大泊（1♀，Ⅴ．2，出水）

持ち帰ったタケ類から羽化した。

11．　ウスアヤカミキリ

大泊（3頭，Ⅴ．1，木下）（13，V．2，三隅）（236♀，Ⅴ．1，宮原）

田尻（234♀，Ⅴ．2，三隅）；大泊～佐多岬（2頭，Ⅴ．2，木下）

タケ類の叩き紺こよって，多数得られた。

12．ドゥボソカミキリ　　　大泊（1頭，Ⅴ．2，出水）

13．シロスジドゥポソカミキリ　　　大泊（2頭，V．2，出水）

＜ハムシ科＞

14．ヒゲナガルリマルノミハムシ　　佐多岬（3頭，Ⅴ．2，津田）

15．ケプカサルハムシ　　　大泊（1頭，V．1，津田）
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＜ゾウムシ科＞

16．シロコプゾウムシ　　大泊（2或　Y．1，木下）

17．ダルマカレキゾウムシ　　大泊（1頭，V．1，三隅）

C．半　効　目

くオオヨコバイ科＞

1．ツマグロオオヨコバイ　　　大泊（1諷　V．2，宮原）

＜ヒシウンカ科＞

2．ハスオビヒシウンカ　　　大泊（1或　V。2，宮原）

0　種の配列はすべて原色昆虫大図堰＝「Ⅱ皿（北隆館）によっ‰

〈　お　し　ら　せ　〉

0　1968年7月～8月に鹿大生物研究会が台湾紅頭頃の生物調査を行った際の報告書がそれぞ

れ，甲虫編と蝶編の2部に分かれてすでに出来上っています。鎖疇望の万はどうぞ。尚，部数に

は制限があります。

く甲虫編＞　執筆者；槙原　寛，大平仁夫　（送料別　500円）

＜蝶　編＞　執筆者；福田晴夫，高原敏夫，橋元洋一1　根伸樹，阪本伸夫

（送料別1，800円）

尚，詳しい内容については，LEBEⅣ13号の（おしらせ）で紹介してあります。

○　この度，LE】3EN　9号”14号までの価格が決まりました。御希望の方はどうぞム尚，部数

には制限があります。

LE丑EN　9号′｝14号 （送料別　800円）
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水1976年6月18日～20日に行なわれた合宿と合わせて　同一場所における個人的な採集記

録を発表する。合宿の際は18日に，大野　木下，神国，津田，田口が先発し，他は19日から参

加した。

0メンバー：芝敏晃，出水英治，福田勝則，池田秀樹，

大野和朗，中川耕人，二町一成，宮原克敏，宮本和久，

池田慎太郎，大郷光馳　神門札次，神国政行，木下寛之，

古賀俊光，仙場英俊，平川力，三隅和幸，村上酉朗，

池崎つゆみ，猪崎佳子，小島貴志，柴田俊幸，田口幸治，

田中和臣，津田勝男，樋口賢治，前田信孝，副島洋子

〇日亀　コース：

18日；西鹿児島駅（16：00）題意栗野駅（1

7：34）⇒粟野岳温泉

19日；西鹿児島駅（12：18）宴工粟野駅（1

3：56）⇒粟野岳温泉

20日；栗野岳温泉⇒栗野駅（17：43）東g

西鹿児島駅（19：25）

薇注∴参加者名は学年囁）コースについては題東は

汽車，中はタクシーを表わす。

A．鱗　効　目

l　チ亨り類

＜セセリチョウ科＞

1．ダイミョウセセリ　　（1頭，Ⅴ．4，木下）

2．ヒメキマダラセセリ

カシワ林（281♀，Ⅵ．．20，池田秀）；粟野岳温泉（4頭，Ⅵ．19，津田）；（1♀，

Ⅵ．20，古賀）（1♀，Ⅵ．20，柴田）

3．チャバネセセリ　　（2♀，X．27，池田秀）
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4．ミヤマテャバネセセリ　　（1現　Ⅵ．20，木下）

＜アゲハチョウ科＞

5．アオスジアゲハ （1或　Ⅴ．4，木下）

6．クロアゲハ

（1古1♀，Ⅵ．20，小島）；（ピーテングにより4令幼虫1頭をミヤマシキミから採集，

Ⅵ。20，神園）

＜シロチョウ科＞

7．スジグロシロチョウ

カシワ林（1♀，Ⅵ。20，池田秀）；（18，Ⅵ．19，古賀）（131♀，Ⅵ，20，

柴田）

8．キチョウ

カシワ林（1谷，Ⅵ．20，池田秀）；（1♀，Ⅵ．19，古賀）（18，Ⅵ。20，小島）

（1♀，Ⅵ．20，柴田）

9．モンキチョウ　　　カシワ林（1♀，Ⅶ．4，田口）

＜シジミチョウ科＞

10．ムラサキシジミ カシワ林（2♀，Ⅵ．20，池田秀）；（182♀，Ⅶ．4，田口）

11．　ミズイロオナガシジミ

カシワ林（2諷　Ⅶ．3，前田）（1頭，Ⅶ．4，古賀）（2亀　Ⅶ．4，津田＝2頭

Ⅶ．4，前田）（3諷　Ⅶ．4，田中）

12．ウスイロオナガシジミ

カシワ林（5頭，Ⅶ．3，津田）（6頭，Ⅶ．3，前田）（3頭，Ⅶ．4，古賀）（6頭

Ⅶ．4，前田）（3頭，Ⅶ．4，津田）（6頭，Ⅶ．4，田中）

13．キリシマミドリシジミ

旧林道（2平，Ⅶ．7，池田秀）；温泉からカシワ林間のアカがシの小木を手の届く範囲で

調べた所，卵殻29個，寄生卵5個，未解個日4個が見つや＞つち（神国，6月20日）

14．ペニシジミ

（1♀，Ⅵ．20，池田秀）（1♀，Ⅵ．20，古賀）（1谷，Ⅵ．20，柴田）；カシワ

林（13，Ⅶ．4，田口）；（13，X。27，池田秀）

15．ルリシジミ　　　カシワ林（lSl♀，Ⅶ．4，田口）；（2♀，V．9，木下）

16．ヤクシマルリシジミ　　（1♀，Ⅵ．20，仙境）

17．サツマシジミ

（1谷，Ⅴ．9，木下）（1♀，Ⅵ．19，仙場）（1谷，Ⅵ．19，百貨）（18，Ⅵ．

20，木下）

くマダラチョウ科＞

18．アサギマダラ

粟野岳温泉（1♀，Ⅵ．19，田口）；（13，Ⅵ．20，古賀）（13，Ⅵ。20，木下）
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（1谷，Ⅵ．20，大郷）；カシワ林（1令，Ⅹ．27，池田秀）

＜タテハチョウ科＞

19．ミドリヒョウモン　　（13，Ⅵ．20，古賀）

20．オオウラギンスジヒョウモン

カシワ林（18，Ⅵ．20，池田秀）（1頭，Ⅶ．4，古賀）（1♀，Ⅶ．4，前田）

21．ウラギンヒヲウモン

牧場（1頭，Ⅵ．20，津田）；（18，Ⅵ．20，古賀日33，Ⅵ。20，小島）（

2古，Ⅵ．20，柴田）；カシワ林（13目撃，Ⅵ．21，神国）（1谷1♀，Ⅶ．4，田口）

22．ツマグロヒョウモン

（1谷1♀，W．20，柴田）；カシワ林（1谷，Ⅵ．4，田口）；（282♀，Ⅹ．27，

池田秀）

23．イチモンジチョウ

カシワ林（1平，Ⅵ．20，池田秀）；（731♀，Ⅶ．4，田口日1♀，Ⅵ．20，小

島）

24．コミスジ　　カシワ林（13，Ⅵ．20，池田秀）（13，Ⅵ．20，柴田）

25．イシガケチョウ　　　栗野岳温泉（1♀，Ⅶ．4，田口）

＜ジャノメチョウ科＞

26．ウラナミジャノメ

カシワ林（1頭，Ⅵ．20，津田）；（18，Ⅵ．20，池田秀）（1谷，Ⅵ．4，古賀）

（1谷，〔右後超裏面第2室の眼紋の黒色部が消失したもQも〕Ⅵ．21，神国）

27．ヤマキマダラビカゲ

（1♀，Ⅵ．21，二町）；カシワ林（13，Ⅵ．21，神園）

28．コジャノメ　　　カシワ林（13，Ⅵ．20，池田秀）；（1頭．Ⅵ．20，柴田）

∬　ガ、類　　（特tと採集場所がないものは粟野岳温泉付近である。）

＜スズメが科＞

1．モモスズメ

（2頭，Ⅵ。18，ニ町）（1頭，Ⅵ．19，池田）（2頭，Ⅵ．19，田口）（1頭，

Ⅶ．3，田口）

2．クチバスズメ

3．ブドウスズメ

4．クロホウジャク

5．キイロスズメ

＜ヤママユガ科＞

6．オオミズァオ

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（2頚，Ⅶ．3，田口）

（1現　Ⅶ．3，田口）

（1亀　Ⅵ．18，田口）（1頭，Ⅵ．19，田口）

（13，Ⅵ．18，田口）
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＜ヒトリガ科＞

7．マエグロホソ′ヾ

（13，Ⅵ．18，二町）（2谷4♀，Ⅵ．18，田口）（281♀，Ⅶ．3，田口）

8．ヨツポシホソバ

（1♀，Ⅵ．18，二町）（1平，Ⅵ．18，田口）（2谷，Ⅵ．20，池田）（33，

Ⅶ．3，田口）

9．キベリネズミホソバ

10．キマエクロホソバ

11．　アカスジシロコケが

12．オオペニヘリコケが

13．ペニヘリコケが

14．ハガタキベこコケが

15．ゴマダラペこコケが

（1軋　Ⅵ．18，田口）（1頭，Ⅵ．19，田口）

（3頭，Ⅵ．18，田口）

（1平，Ⅵ．18，田口）（2谷，Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．20，田口）

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1或　Ⅶ．3，田口）

（1亀　甲．18，田口）（1頭　Ⅶ．3，田口）

16・カクモンヒトリ　　（1執　Ⅵ．20，池田）

17．アカヒトリ　　（3諷　Ⅶ．3，田口）

18．キバラゴマダラビトリ　　（1頭，Ⅷ．4，田口）

＜ヤガ科＞

19．ホリシャケンモン

20．　シマケンモン

21．タマナヤガ

22．カブラヤガ

23．カ′ヾスジヤガ

24．　オオカバスジヤガ

25．　コウスチャヤガ

（1頭，Ⅵ．18，二町）

（1頭　Ⅶ．4，田口）

（1醜　Ⅶ．3，田口）

（1♀，Ⅵ．18，田口）

（1亀　Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1或　Ⅶ．3，田口）

26．ハイイロキシタヤガ

27．　フタスジヨトウ

28．　ノコメセダカヨトウ

29．　シロテンクロヨトウ

（1諷　Ⅵ．18，二町）

（2頭，Ⅵ．18，二町）

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1頭　Ⅵ．19，田口）

30．シロテンウスグロヨトウ　　（1諷　Ⅵ。19，田口）

31．アヤナミツマキリヨトウ　　（1頭　Ⅵ．18，二町）

32．ウススジギンガ

33．マエキリンが

34．ギンモンシロウワバ

35．キクキンウワバ

36．シロスジトモエ

37．ムクゲコノハ

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．19，田口）

（1或　Ⅵ．19，田口）

（1頭　Ⅵ．18，田口）（1頭，Ⅵ．19，田口）

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1諷　Ⅵ。18，二町）
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38．タイワンキシタクチバ

39．オオシラフクチバ

40．アヤクチパ　　（1頑，

41．オオシロテンクチバ

42．ヒメクビグロクチバ

43．ヤマガタアツ′ヾ

44．クロキシタアツバ

45．　シラナミクロアツパ

46．オオアカマエアツバ

47．フタスジアツバ

くシャチホコガ科＞

48．　ヒメシャチホコ

49．ギンモンスズメモドキ

50．アオシャチホコ

51．オオアオシャチホコ

52．ツマジロシャチホコ

53．クビワシャチホコ

（1頭，Ⅵ．18，二町）

（3諷　Ⅶ．3，田口）

Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，田口）

（2頭，Ⅷ．3，田口）

（3頭，Ⅶ．3，田口）

（2垣　Ⅶ．3，田口）

（1現　Ⅵ．18，二町）（1頑，Ⅶ．3，田口）

（3頭，Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，二町）（1頭，Ⅵ．20，田口）

（1頭，Ⅵ．18，田口）

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1頚，Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，田口）

（33，Ⅵ．18，二郎）

（2谷，Ⅵ．18，二町）（2頭，Ⅶ．3，田口）

54．カバイロモクメシャチホコ　　（1頭，Ⅵ．18，二町）

55．オオエグリシャチホコ　　（1頭，Ⅵ．18，田口）

56．キシャチホコ　　（1頭，Ⅵ．18，二町）

57．ホソバネグロシャチホコ　　（1頭，Ⅶ．4，田口）

58．ツマキシャチホコ　　　横川町（1頭，Ⅵ．18，二町）；（1現　Ⅶ．3，田口）

59．ホソバシャチホコ

（28，Ⅵ．18，二町）（3谷，Ⅵ．18，田口HlS，Ⅵ．．20，田口）（2谷，

Ⅶ．3，田口）

＜ドクガ科＞

60．シタキドクが （13，Ⅶ．3，田口）（18，Ⅶ．4，田口）

61．　スゲオオドクが

（1頭，Ⅵ．18，二町）（181♀，Ⅵ．18，田口）（1谷，Ⅵ．19，田口）

62．シロオビドクが

（13，Ⅵ．18，二町）（13，Ⅵ．19，田口）（23，Ⅶ．3，田口）

63．フタホシドクが

＜カレハガ科＞

64．ギンポシカレハ

（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1亀　Ⅵ．18，田口）

65．タケカレハ

（1頭，Ⅵ．18，田口）（lS，Ⅵ．19，池田）（1頭，Ⅶ．4，田口）
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くオビガ科＞

66．オビガ　　（1頭，Ⅵ．．18，田口）（1頭，Ⅵ．19，二町）

くトガリパ科＞

67．モントがノバ　　（1頭，Ⅶ．3，田口）

くカギバ科＞

68．　ヒトツメカギバ

69．モンウスギヌカギバ

70．ウスギヌカギバ

（1諷　Ⅵ．18，

Ⅵ．20，池田）

71．オビカギバ

72．ギンモンカギバ

73．ヤマトカギバ

（1亀　Ⅶ．4，田口）

（1頚，Ⅶ．4，田口）

二町）（1垣　Ⅵ．18，田口）（1頭，Ⅵ．19，田口）（1魂

（1頭　Ⅶ。4，田口）

（2頭，Ⅶ．4，田口）

（1現　Ⅶ．3，津田）

（1頭，Ⅶ．4，田口）

くシャクが科＞

74．ハスオビトガリシャク　　（1醜　Ⅵ．18，田口）

75．エダリトガリシャク　　（2亀　Ⅵ．19，田口）（1諷　Ⅵ．20，池田）

76．コアヤシャク　　（1垣　Ⅵ．19，池田）

77．ツバメアオシャク　　（1頭　Ⅵ．18，田口）

78．キバラヒメアオシャク　　（1頭　Ⅵ．19，田口）

79．アカホシヒメアオシャク　　（1頭，Ⅵ．18，二町）

80．ウスキクロテンヒメシャク　　（13，Ⅵ．18，二町）

81．キベリシロナミシャク　　（2諷　Ⅶ．3，田口）

82．クストビモンナミシャク

（1頭，Ⅵ．18，田口Hl或　Ⅵ．19，田口）（1頭」Ⅵ．20，池田＝1鴎

Ⅶ．3，田口）

83．キがシラオオナミシャク

84．オオバがタナミシャク

85．　ビロウドナミシャク

86．ナミスジエダシャク

87．フタマタシロナミシャク

88．クロヒメエダシャク

89．ツマキトビエダシャク

90．キスジシロユダシャク

91．フタホシシロエダシャク

92．バラーシロエダシャク

93．スカシエダシャク

（1垣　Ⅶ。4，田口）

（1頭，Ⅵ。18，二町）（3諷　Ⅶ。3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，二町）（1或　Ⅵ。18，田口）

（2頭，Ⅶ．3，田口）（1頭，Ⅶ．4，田口）

（1諷　Ⅵ。19，田口）

（1頭　Ⅵ。19，田口）

・（2頭．Ⅵ．18，田口）

（1頭，Ⅵ。18，二町）（1頭，Ⅵ。20，池田）

（1疎　Ⅵ．19，田口）（1頭，Ⅶ．4，田口）

（1諷　Ⅵ．19，田口＝1頭．Ⅶ。4，田口）

（5頭，Ⅶ．3，田口Hl疎　Ⅶ．4，田口）
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94．トビカギハエダシャク　　（1頭，Ⅶ．3，田口）

95．トンボエダシャク　　　カシワ林（1頭，Ⅵ．20，池田）

96．ヒロオビトンボエダシャク

97．キオビゴマダラエダシャク

98．オオゴマダラエダシャク

99．クロフォオシロエダシャク

横川町（1或　Ⅵ．18，

100．クロフシロエダシャク

101．クロクモダシャク

102．ナカウスエダシャク

103．リンゴッノエダシャク

104．セプトエダシャク

105．7トフタオビエダシャク

106．ヒロオビオオエダシャク

107．アミメオオエダシャク

108．ウスクモエダシャク

109．ヨスジキエダシャク

110．ウラベニエダシャク

111．クスキツバメエダシャク

112．コガタツバメエダシャク

113．シロツバメエダシャク

114．トラフツバメエダシャク

カシワ林（1頭，Ⅶ．4，田口）

（1頭，Ⅵ．20，二町）（2諷　Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，ニ町）（1頭，Ⅵ．18，田口）

ニ町）；（1頭，Ⅶ．4，田口）

（1垣　Ⅵ．18，田口）（5頭，Ⅶ．3，田口）

横川町（1諷　Ⅵ．18，二町）

（1頭，Ⅵ．18，二町）（5薮，Ⅵ．18，田口）

（2頭，Ⅶ．3，田口）（1頭，Ⅶ．4，田口）

（1諷　Ⅶ．3，田口）

（1亀　Ⅵ．19，田口）（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．19，由口）（1頭，Ⅶ．3，田口）

（1頭．Ⅶ．3，田口）

（4頭，Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，田口）（1諷　Ⅶ．3，田口）

（1頭，Ⅶ．3，田口）

目撃Ⅶ・3，田口）

（1頭，Ⅵ．18，田口）

（2承　Ⅵ．18，田口）（1覿　Ⅵ．19，二町）

（1頭，Ⅵ．18，田口）（3頭，Ⅶ．3，田口）

くイラガ科＞

115．ナシイラが　　（1醜　Ⅵ．18，田口）（2鶉　Ⅶ．3，田口）

＜メイガ科＞

116．ツトが　　（1頭，Ⅶ．3，田口）

117．ウスグロノメイが　　（1頭，Ⅵ．18，二町）

118．シロマダラノメイが　　（1諷　嶋．4，田口）

119．クロへリキノメイが　　（1垣　Ⅵ．18，ニ町）

120．モンキクロノメイが　　（1頭，Ⅵ．18，二町）（2頭，Ⅶ．3，田口）

121．タイワンモンキノメイが　　（1頭，Ⅵ．18，二町）

122．マエアカスカシノメイが　　　（3頭，Ⅶ．3，田口）

123．マダラシロオオノメイが　　（2頭，Ⅵ．19，田口）

124．ウドノメイが　　（1頭，Ⅶ．3，田口）

125．カギバノメイガ　　（1頭，Ⅶ．3，田口）

126．マエキノメイが　　（1頭，Ⅶ．3，田口）
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127．モンスカシキノメイが　　（2風　Ⅶ．3，田口）

128．オオクロへリキノメイが　　（1諷　Ⅶ．3，田口）

129．クロへリキノメイが　　（2現　Ⅵ。19，田口）

＜考察＞

合宿は雨もようだったが割と採集できすら飛来した蛾ではシャクが類が多かっ1ら　8時頃から9

時頃がピークで夜半は少なくなった。明方つけっぱなしになっていたブラックライトをみるとブド

ウスズメ，キイロスズメ，クスギヌカギバ，モンウスギヌカギバなどがじっととまっていすも昼間

採集できた蛾はトンボエダシャク，ヒロオビトンボエダシャクぐらいだった。なお合宿後7月3日，

4日にまた粟野岳で採集する機会があったがこのときの蛾類相は合宿のときとあまり変化がなかっ

たよう7も

B．翰　週　目　′

くハンミョウ科＞

1．ニワハンミョウ　　（1亀　Ⅵ．20，田口）；カシワ林（1頭．Ⅵ。20，津田）

くクワガタムシ科＞

2．ミヤマクワガタ　　（131♀，Ⅵ．18，津田）（181♀，Ⅶ。3，津田）

3．ノコギリクワガタ　　（13，Ⅶ．3，津田）

4．コクワガタ　　（23，Ⅵ．18，津田）

くコがネムシ科＞

5．ツノコがネ　　（634♀，Ⅵ。19，津田）；カシワ林（13，Ⅵ．20，津田）

6．カドマルエンマコがネ　　（25或　Ⅵ．19，津田）

7．オオマグソコガネ　　（59執　Ⅵ．19，津田）

・＆　フチケマグソ・コガネ　　（12頭　Ⅵ．19，津田）

9．ヒゲナガピロウドコがネ

（14谷7平，Ⅵ．18，津田＝38，Ⅵ．19，芝）（1亀　Ⅵ。19，田中）

10．オオカンシヲコがネ　　（1諷　Ⅵ．19，芝）（1亀　Ⅵ。19，田中）

11．マメコがネ

粟野岳温泉（6頭，Ⅵ。19，芝）；カシワ林（1疎　Ⅵ．18，津田）（1頭　Ⅵ．20，

津田）（1諷　Ⅶ．4，津田）

12．コイチャコがネ

カシワ林（2頭，Ⅵ．18，津田）（1亀　Ⅵ．19，芝目1諷　Ⅵ．19，津田）（1

頭　Ⅵ．20，津田）（2執　刀．4，田中）

13．コがネムシ　　（3頭　Ⅵ．18，津田）

14．タケムラスジコがネ　　　粟野岳温泉（4垣　Ⅶ．19，芝）
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15．スジコがネ （多数，Ⅵ．18，大野）（多数，Ⅵ．18，津田）

16．アオドゥがネ

（11頭　Ⅵ．18，大野）（1垣　Ⅵ．18，津田）（1頭，Ⅵ．19，芝）

17．ツヤコがネ

（多乳　Ⅵ．18，大野）（多数，Ⅵ．18，津田）（2或　Ⅵ．19，芝）

18．セマダラコがネ　　粟野岳温泉（1頭．Ⅵ．18，津田）（2頭，Ⅶ．4，津田）

19．ヒラタハナムダリ　　（4亀　Ⅵ．20，津田）（1頭，Ⅵ．20，田中）

＜タマムシ科＞

20．シロオビナガポソタマムシ

粟野岳温泉～カシワ林（1頭，Ⅵ．19，津田）（1頭，Ⅶ．4，津田）

21．クズノチビタマムシ　　粟野岳温泉～カシワ林（1頭，Ⅶ．4，津田）

＜コメッキムシ科＞

22．サビキコリ　　　粟野岳温泉（2頭　Ⅵ．19，津田）

23．ムナビロサピキコリ　　（1頭，Ⅵ．19，田中）

24．ヒゲコメッキ　　　粟野岳温泉（1♀，Ⅵ．19，津田）（1番，Ⅶ．3，津田）

25．ムネスジダンダラコメッキ　　（1諷　Ⅶ．3，津田）（1頭，Ⅶ．4，津田）

26．ヨツポシムナボソコメッキ　　（1頭，Ⅵ．19，田中）

＜ジョウカイボン料＞

27．キンイロジヲウカイ

粟野岳温泉～カシワ林（2亀　Ⅵ．20，津田）（1頭，Ⅵ．20，津田）

くべニポタル科＞

28．カクムネベニポタル　　粟野岳温泉（1諷　Ⅵ．19，津田）

くコメッキモドヰ科＞

29．ルイスコメッキモドキ　　栗野岳温泉（1諷　Ⅵ．18，津田）

＜テン1トウムシ科＞

30．テントウムシ　　（1頭，Ⅵ．18，津田）；粟野岳温泉（2諷　Ⅶ．4，津田）

31．キイロテントウ　　　カシワ林（1鶉　Ⅵ．19，津田）

＜クチキムシ科＞

32．キイロクチキムシ

（1頭　Ⅵ．19，古賀）（1頭　Ⅵ．19，田中）（1頭．Ⅵ．20，田中）

＜アリモドキ科＞

33．ケナガクビポソムシ　　（1軋　Ⅵ．19，田中）

＜カミキワムシ科＞

34．ノコギリカミキリ　　　粟野岳温泉－カシワ林（1頭，Ⅵ．18，津田）

35．ホソカミキリ

（1頭，Ⅵ．18，神国）（1頭，Ⅵ．30，村上）（l頭，Ⅵ「．4，田中）
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叩き網によって採亀

36．カラカネハナカミキリ

（3諷　V．9，三隅＝2頭，Ⅴ．9，木下）（1頭，Ⅵ．19，三隅）（1頭　Ⅵ．

20，田中）

クリやアカがシの花上にて採亀

37．ピック二セハムシバナカミキリ　　（1現　Ⅴ。9，木下）

カエデの花上にて採亀鹿児島県新記録⊃

38．キバネニセハムシバナカミキリ　　（4垣　Ⅴ．9，木下）（3頭，Ⅴ．9，三隅）

カエデやアカガシの花上にて採集。

39．　ヒナルリハナカミキリ

（1頭，V．5，出水）（2或　Ⅴ．9，木下）（2諷　V。9，三隅）

カエデやアカがシの花上にて採集。

40．フタオビチビハナカミキリ　　（¢垣　Ⅴ。9，木下）

41．チャイロヒメハナカミキリ　　（16頭　Ⅴ．9，三隅）（1諷　Ⅵ．19，木下）

バクサンボクなどの花上にて採集。

42．ヘリウスパナカミキリ　　（3鶉　Y．9，木下）（lSl♀，Ⅴ。9，三隅）

夕刻，曇天時に種不明の花上にて採集。

43．チビハナカミキリ　　（1亀　Ⅴ．5，出水）

カエデの花上にて採亀鹿児島県新記録。

44．ヤマトキモンハナカミキリ　　（1頭，Ⅵ．20，村上）

クリの花上にて採集。県内での最近の記軌ま全くなかった。

45．　7才バホソハナカミキリ

（1頭　Ⅴ．9，本下目1凰　Ⅵ．19，宮鹿）；粟野岳温泉付近（481♀，Ⅵ．

20，出水）

クリやつる性の白い花上にて採集。

46．ニンフハナカミキリ

（1醜　Ⅵ．19，古賀）（13，Ⅵ．20，出水）（3亀　Ⅵ．20，村上）（1亀

Ⅵ．20，田中）

種不明の白い花上にて採集。

47．タテジマハナカミキリ

温泉付近（232♀，Ⅵ．．20，出水日4頭，Ⅵ．20，宮原）（3頭，Ⅵ．20，津田）

クリやつる性の白い花上にて採集。

48．ヤツポシバナカミキリ　　（1醜　Ⅴ．9，木下）（1頭，Ⅵ．20，仙場）

飛翔中の個体を採亀

49．ホソハナカミキリ　　（1頭，Ⅴ。9，三隅）

バクサンボクの花上Iこて採集。
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50．クロカミキリ　　（1亀　Ⅵ．20，出水）（131♀，Ⅵ．20，宮原）

夜間アカマツの伐採木上を歩行中の個体を採集。

51．トビイロカミキリ

（1頭，Ⅵ．19，石貨）（2♀，Ⅵ．20，宮廣）（1頭，Ⅵ．20，仙場）（1諷

Ⅵ．30，三隅）（181♀，Ⅵ．20，田中）（1垣　Ⅶ．4，田中）

枯枝の叩き網によって採集。

52．ヨツポシカミキリ　　（1頭．Ⅵ．20，木下）

クリの花上にて採集。

53．トラフホソバネカミキリ

粟野岳温泉付近（1諷　Ⅵ．19，宮本）（1頭　Ⅵ．20，津田）

ヤブッバキの葉上にて採集。

54．ミドリカミキリ　　（1頭，Ⅵ．20，宮原）

55．　コツポシチビヒラタカミキリ

カシワ林（7亀　Ⅴ．5，出水）（18頭．V．9，三隅）（12亀　Ⅴ．9，木下）

カシワの枯枝の叩き網で多数得られた。出限期は5月中旬までのようである。鹿児島県新記

録。

56．ニイジマトラカミキリ　　　粟野岳温泉付近（1頭，Ⅶ．4，津田）

57．ウスイロトラカミキリ　　（1頭，Ⅵ．30，三隅）

伐採木に飛来してきたものを採集。

58．ムネマダラトラカミキリ　　　粟野岳温泉～カシワ林（1頭，Ⅵ．19，津田）

59．エグリトラカミキリ　　　粟野岳温泉～カシワ林（1頭，Ⅵ．20，木下）

60．トゲヒゲトラカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（1頭，Ⅴ．5，出水）（1頭　V．9，三隅）（2或　Ⅵ．19，

田中）（1諷　Ⅵ．20，津田）

カエデやバクサンボクなどの花上や伐採木上にて採集。

61．シロトラカミキリ　　（2頭，V．9，三隅）（1頭，Ⅵ．20，二町）

バクサンボクなどの花上にて採集。

62．ペニカミキリ　　（1薗　Ⅵ．20，三隅）

粟の花上にて採集。

63．ホタルカミキリ

（1頭，V．9，本下目1頭，Ⅵ．20，仙場）（1軋　Ⅵ．20，田中）

伐採木上にて採集。

64．ナガゴマフカミキリ　　（l頭，Ⅵ．20，木下）（1頭，Ⅵ．30，村上）

65．カタジロゴマフカミキリ　　　粟野岳温泉付近（1頭，Ⅵ．20，津田）

66．タテスジゴマフカミキリ

（1垣　Ⅵ．18，本下目1頭，Ⅵ．19，宮原）（1頭，Ⅵ．20，村上）（1諷
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Ⅵ．20，三隅）（1頭　Ⅵ．20，田中）

67．キクスイモドキカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（3諷　V．5，出水）；（1諷　Ⅴ．9，三隅）（1諷　Ⅵ。18，

本下目1頭，Ⅵ．19，三隅）（1諷　Ⅵ．20，本下目1頭　Ⅵ．20，三隅）（1

諷　Ⅵ．20，田中）

枯枝の叩き融こよって採集。

68．クビジロカミキリ　　　カシワ林（1諷　Ⅵ．20，田中）

ツルウメモドキの叩き鰍こよって採集。

69．ヒメアヤモンチビカミキリ　　（1頭「Ⅵ．20，三偶）

枯枝の叩き融こよって採集。

70．キポシチビカミキリ　　（1亀　Ⅵ．19，木下）

一億火にて採亀鹿児島県2頭目の記録と思われる。

71・ヒトオピチビカミキリ　（1垣rⅥ・30，三郎

枯枝の叩き網によって採集。一昨年県新記録としてえられたが昨年は採集されていなもも

72．タテジマカミキリ

粟野岳温泉付近（2頭　Ⅵ．19，芝）（1覇　Ⅵ．20，村上）

カクレミノを後食中の個体を採集。センノキの枝上でも得られた。

73．ドゥポソカミキリ

カシワ林（1頭，V．5，出水）；（1頭，Ⅴ。9，木下）（1頭　Ⅴ．9，三隅）（1頭

Ⅵ．19，三隅）（1魂　Ⅵ．20，三隅）

枯れた細いつる性の植物の叩き紺こよって採集。

74．ハスオピヒゲナガカミキリ　　（1諷　Ⅵ．19，三隅）

75．トがリシロオピサビカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（1頭，Ⅵ。18，木下）；（3頭　Ⅵ．20，三隅）

76．アトジロサビカミキリ　　（2魂　Y．9，木下）（1垣‾Ⅶ．4，田中）

枯枝の叩き網によって採集。

77．クワサビカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（281♀，Ⅴ。5，出水）（1垣　Ⅵ．19，木下）（1垣　Ⅵ。

20，木下）（1頭　Ⅵ．30，村上）

枯枝の叩き絹によって採集。

78．ツチイロフトヒゲカミキリ　　　カシワ林（1頭，Ⅹ。3，村上）

成虫越冬種である。

79．セダカコプヤハズカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（18，Ⅵ．19，出水）；カシワ林（1頭　Ⅵ。20，田中）

枯枝の叩き絹抽こよって採集。成虫越冬種であら

80．ヤハズカミキリ　　（1♀，Ⅵ．19，宮原）（1頭　Ⅵ．20，田中）
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葉のついた枯枝の叩き網によって採集。

81．チャボヒゲナガカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（232♀，Ⅴ．5，出水）（1♀，Ⅵ．19，出水）；（4頭，

V．9，木下）（1亀　Ⅵ．20，宮原）（1頭，Ⅵ．20，村上）（1諷　Ⅵ．20，

三隅）

枯枝の叩き鰍こよって採集。

82．　ヒメヒゲナガカミキリ

栗野岳温泉～カシワ林（1鶉　Ⅵ．18，津田）；（1頭，Ⅵ．18，神国）（1♀，Ⅵ．

19，宮原日1諷　Ⅵ．19，三隅日1頭，Ⅵ．20，田中）（1垣　Ⅵ．30，村上）

（4頭，Ⅶ．7，村上）

枯枝の叩き紗こよって採集。

83．ビロウドカミキリ

（1頭，Ⅴ．9，木下）（4頭，Ⅵ．18，木下）；粟野岳温泉付近（1頭，Ⅵ．19，津

田）（2頭　Ⅵ．19，田中）；（1頭，Ⅵ．19，神国）（1頭，Ⅵ．19，三隅）（1

垣　Ⅵ．30，三隅）（1或　Ⅶ．3，津田）（1頭，Ⅶ．4，田中）

生木の叩き絹や燈火によって採集。

84．ニセビロウドカミキリ　　（2頭，Ⅵ．18，木下）

85．セミスジコプヒゲカミキリ

（1頭，Ⅵ．20，神園日1♀，Ⅵ．20，田中）（1頭．Ⅵ．30，村上）

枯枝の叩き網によって採集。

86．ホソヒゲケプカカミキリ

（2頭　Ⅵ．20，木下）（1諷　Ⅵ．20，村上）（1頭，Ⅵ．30，村上）

枯枝の叩き網によって採集。

87．ドイカミキリ

（3頭，Ⅵ．20，三隅）（1醜　Ⅵ．20，田中）（1頭，lX．3，村上）

枯枝の叩き網によって採集。成虫越冬種である。

88．　ヒトオピアラゲカミキリ

（4頭，Ⅴ．5，出水）（1頭，Ⅵ．18，神園）（1頭，Ⅵ．20，村上）；粟野岳温泉

付近；（1頭　Ⅵ．20，芝）

枯枝の叩き網によって採集。

89．フタオビアラゲカミキリ

（1頭，Ⅵ．19，三隅）（1頭，Ⅵ．19，木下）（1頭，Ⅵ．20，木下）（1諷　Ⅵ．

30，村上）

枯枝の叩き紗こよって採集。

90．シロオビチビカミキリ

（4諷　Ⅵ．19，出水）（3垣　Ⅵ．20，村上）（4諷　Ⅵ．20，木下）（1頭，Ⅵ．
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20，津田）（4諷　Ⅵ．20，田中）

枯枝の叩き網によって採集。

91．クモノスモンサビカミキリ　　（2頭，Ⅵ．20，木下）

枯枝の叩き網によって採集。

92．才ビレカミキリ　　（1執　刀．4，田中）

枯れたつる性植物の叩き紗こよって採集。

93．ゴイシモモブトカミキリ

粟野岳温泉～カシワ林（1番，Ⅵ。19，出水）；（13，Ⅵ。19，宮原）（9現　Ⅵ．

19，木下）（1頭　Ⅵ．20，村上）（7鶉　Ⅵ．20，木下）（1頭　Ⅵ．20，三隅）

（5亀　Ⅵ．20，田中）（1諷　Ⅵ．30，村上）（1垣　Ⅵ．30，三隅）（1頭，Ⅶ．

7，村上）

枯枝の叩き網によって採集。鹿児島県新記録。

94．トゲバカミキリ

（1頭，Ⅵ．20，木下）（1諷　Ⅵ．20，村上）（1或　Ⅵ．30，村上）（1頭，Ⅶ．

7，村上）

枯枝の叩き網によって採集。

95．シマトゲバカミキリ　　（1頭　Ⅵ．20，出水）（1頭　Ⅵ．30，三隅）

枯枝の叩き鰍こよって採集。

96．　ゴマダラモモプトカ　ミキリ

（1頭」Ⅵ∴19，三隅）（1頭　Ⅵ．20，木下）（1頭　Ⅵ．20，神国）（1頭．Ⅵ．

20，田中）

枯枝の叩き網によって採集。

97．ガロアケシカミキリ

（1頭，Ⅵ．20，宮原）（1或　Ⅵ．20，木下）（1諷　Ⅵ．20，田中）

枯枝の叩き網によって採集。

98．　アトモンマルケシカミキリ

（2或　Ⅵ．18，木下）（3頭　Ⅵ．19，宮廣）（5頭　Ⅵ．19，木下）（3頭　Ⅵ．

20，宮原）（11頭　Ⅵ．20，木下）（3頭，Ⅵ。20，津田）（1頭　Ⅵ．20，田

中）（2頭，Ⅶ．4，田中）（1頭　Ⅶ．7，村上）

枯枝の叩き絹によって採集。

99．キモンカミキリ　　（2頭，Ⅵ。20，三隅）

ヤマウルシの葉を後食中の個体を採集。

108　こセシラホシカミキリ

（1頭　Ⅵ．18，神園）（183♀，Ⅵ．19，宮原）（1或　Ⅵ．19，木下）（1頭

Ⅵ．19，仙場）（1垣　Ⅵ．19，古賀）（1諷　Ⅵ．19，津田）（1諷　Ⅵ．20，

出水）（4古，Ⅵ．20，官廉日1頭　Ⅵ．20，本下目1頭　Ⅵ。30，三隅日4
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諷　Ⅵ．20，仙場）（1垣　Ⅵ．20，村上）（1頭，Ⅵ．20，田中）（1諷　Ⅷ．

7，村上）

ヤブッバキを後食している個体が見られ7ら

101．ヤツメカミキリ

粟野岳温泉付丘Il鹿　Ⅵ．19，津田）；（1或　岬．19，木下）（2風　格．3，

津田）

燈下lこて採亀

102．シラホシカミキリ　　（1頭　嶋．20，木下）

103．リンゴカミキリ　　　tl或　Ⅵ．20，宮原）

飛翔中の個体を採集。

104．ニセリンゴカミキリ

飛翔中の個体を採集。

＜オトシブミ科＞

105．ウスモンオトシブミ

106．イタヤハマチョグキリ

107．ヒゲナがオトシブミ

＜ヒゲナがゾウムシ科＞

108．　シロとゲナガゾウムシ

11頭，Ⅵ．20，神国）

（1頭　Ⅶ＿19，石貨）

（2頭，V．9，三隅）

（1頭，Ⅵ＿2q　三隅）

（1或　Ⅵ．20，田中）

くゾウムシ科＞

10乳　シロコブゾウムシ　　　粟野岳温泉～カシワ林（lSl♀，嶋．18，津田）

110．カツオゾウムシ　　　粟野岳温泉付近（1或　Ⅷ＿4，津田）

111．オジロアシナがゾウムシ　　　カシワ林（l頭．Ⅷ．4，津田）

lla　ホホジロアシナがゾウムシ　　　秦野岳温泉付近（1頭　Ⅵ＿18，津田）

llaクロアシナがゾウムシ　　（1頭　Ⅴ＿9，三鯛）

くオサゾウ‾ムシ料＞

114．才オゾウムシ　　（1頭．Ⅵ．18，津田）（1頭　Ⅵ．19，田中）

0カミキリムシ科においてエゾサビカミキリ，ヒメナガサピカミキリと思われるものやヒメ

ハナカミキリ類もかなり採集されたが同定が確かでないため発表をひかえた。

0陶目と翰朝日の種の配列は原色昆虫大図鑑t，I（北隆館）によった。ただしカミキリムシ科

は巌色日本昆虫生態図鑑Iカミキリムシ編（保育社）によっも

0ガ類を除いて，採集地を記していないものは，すべて粟野岳においての採集個体であも
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奄　美　採　集　報　告

（1976年　夏）
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学
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理1976年，7月12日′－22日に奄美大島で行なわれた生物研究会夏季合宿の記録を報告する。

なお，今回の合宿に際して，いろいろ御教示下さった，九州大学の槙原寛氏，また，卸擾助下さっ

た，阿江茂氏，および，宿泊に関して便宜をはかって下さった，湯湾公民館の万々，さらに，名瀬

でお世詔になりました，鹿児島県教育庁の東喜美雄氏に，紙面を借りて御礼申し上げる。

0メンバー，福田勝則，出水英治，池田秀臥大野和朗，宮本和久，中川耕人，宮原克敏，ニ町一

成，木下寛之，神国政行，三隅和幸，村上哲朗，神門札次，平川力，仙場英俊，池田

慎太郎，前田信孝，津田勝男，小島貴志，田口幸治，前田三千治，樋口銀治，田中和

臣，柴田俊幸，池埼つゆみ（なお，出水，福田は15日より参加した。）

0日亀　コース

7月12日（晴）；鹿児島新港（6：00PM：）′）
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13日（晴）；′）名糖慈（5：30AM：）タラ乙＿湯湾（8：30AM）

13日以降Iも　湯湾を拠点に採集した。なお17日，18日は台風のため

採集でさなかっ1も

20日（晴）渦湾（8：20AM：）荒名瀬新港（10：30AM）
ところが，台風のため船が欠航　市内の朝仁児童館を世話してもらい，落

ち着き，付近を採集する。

21日（晴）；朝仁（4：30PM：）→名糖新港（5：30PM）

22日（晴）；名顔新港（5：00AM）へメ鹿児島新港（2：30PM）

姿　コースの中で，′＼■■は船，⇒は車，→は徒歩を意味する。

A．鱗　地　目

l　チ1ウ類

＜セセリチョウ科＞

1．オヰナワビロウドセセリ

役勝～伐採地間（1谷，Ⅶ．20，出水）；役勝（1谷，Ⅶ．15，田中）

目撃・・・‥・役勝一一伐採地間で1頭を目撃，（Ⅶ．19，出水）

少なり　赤尾木ではクロヨナをさがしたが，葉がかたく幼虫は見つからなかった。

2、アオバセセリ

田検（1平，Ⅶ．13，藤田信）（1♀，Ⅶ．16，前田信）（1執　Ⅶ．13，田中）；湯

清畠（1♀，Ⅶ．14，池田秀）（1♀，Ⅶ．14，仙場）（1頭，Ⅶ．15，神園）（1

風　Ⅶ．15，木下）（1頭，Ⅶ．19，木下）（13，Ⅶ．16，田口）（2頭，Ⅶ．

16，津田）；役勝（1令，Ⅶ．16，村上）；西仲間（2谷，Ⅶ．15，村上）；城（1

頭，Ⅶ．14，津田）；八津野（1頭，嶋．19，出水）

3．チャバネセセリ

場湾（281♀，Ⅶ．13，田口）（1♀，Ⅶ．14，中川）；須古（1♀，Ⅷ．16，仙

場）；西仲間（13，Ⅶ．15，村上）

も　クロセセリ

場湾（1致，Ⅶ．15，神国）；湯湾岳（1♀，Ⅶ．14，池田秀）（1諷　Ⅶ．14，仙

場）；今里（1♀，Ⅶ．19，柴田）；西仲間（13，Ⅶ．19，池田秀）；八津野（1諷

Ⅶ．19，津田）；浦上（18，Ⅷ．21，前田倍）‥…・少なもも

楽　才オシロモンセセリは全然見られなかっ7ち

＜アゲハチョウ科＞

5．アオスジアゲハ

湯湾（13，Ⅶ．13，池田秀）（1頭，Ⅶ．13，木下）；田検（13，Ⅶ．13，前田
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三）（18，Ⅶ．16，柴田）；湯湾岳（1♀，Ⅶ．14，仙場）；西仲間（1♀，Ⅶ．

15，村上）…‥・各地に普通

6．アゲハ

湯湾（1谷，Ⅶ．16，池田秀）；′湯湾岳（lS，Ⅶ．19，村上）；役勝（1♀，Ⅶ．

16，村上）‥・‥・やや少い

7．ジャコウアゲハ

田検（1古，Ⅶ．16，神国）（1♀，Ⅶ．13，前田信）；湯湾岳（1♀，Ⅶ．16，中

川）；今里（1平，Ⅶ．19，前田信）（1♀，Ⅶ．19，前田三）；役勝（13，Ⅶ．

16，出水）（1♀，Ⅶ．14，村上）（1省，Ⅶ．15，田中）；西仲間（1♀，Ⅶ．

15，村上）；八津野（23，Ⅶ．19，田口）（3頭，Ⅶ．19，津田）；城（1谷，Ⅶ．

14，津田）；赤尾木（2番3♀，Ⅶ．21，福田）（381♀，Ⅶ．21，木下）（1♀，

Ⅶ．21，柴田）；朝仁（13，Ⅶ．21，前田三）

湯湾，西仲間では山地に見られ少なかったが，赤尾木では多数花で吸賓するのが見られた。

8．クロアゲハ

湯湾（13，Ⅶ．15，前田信）（l♀，Ⅶ．13，田中）；田検（lS，Ⅶ．16，福田）

（13，Ⅶ．16，仙境）（13，Ⅶ．13，前田三日1令，Ⅶ．15，前田三）（1♀，

Ⅶ．17，小島）；湯湾岳（1♀，Ⅶ．15，木下）（lS，Ⅶ。14，小島）；今里（1

8，Ⅶ．19，前田信）；役勝（1♀，Ⅷ．19，池田秀）（1♀，Ⅶ．15，田中）；西

仲間（13，Ⅶ．19，仙場）；石良（18，Ⅶ．15，田口）浦上（13，Ⅶ．21，

柴田）・・…・各地で見られた。

9．シロオピアゲハ

域（18，Ⅶ．14，前田宿）

10．ナガサキアゲハ

湯湾（l谷2♀，Ⅶ．16，池田秀）（1♀，Ⅶ．13，神国）（4♀，Ⅶ．13，村上）

（4平，Ⅶ，′13，田口）（131♀，Ⅶ・13，田中）（132♀，Ⅶ．14，柴田）

（2♀，Ⅶ．15，柴田）（1♀，Ⅶ．18，柴田）（2♀，Ⅶ．15，前田信）（1早，

Ⅶ．15，津田）（3♀，Ⅶ。16，前田三）；田検（132♀，Ⅷ．16，仙場）（1♀，

Ⅶ．13，津田）（281♀，Ⅶ．13，前田信）（13，Ⅶ．14，前田三）（13，Ⅶ．

16，前田三）（2♀，Ⅶ．15，前田三）（3♀，Ⅶ．16，前田三）；湯湾岳（1早，

Ⅶ．14，池田秀）tl♀，Ⅶ．19，村上）（1♀，Ⅶ．16，津田）；須盲（2♀，Ⅶ．

16，仙場）；宇検（1♀，Ⅶ．14，神国）；役勝（2♀，Ⅶ．16，出水）（1♀，Ⅶ．

14，村上）（132♀，Ⅶ．16，木下）；西仲間（13，Ⅶ．13，池田秀）（1♀，

Ⅶ．15，田中）；城（1♀，Ⅷ．14，津田）；小湊（2♀，Ⅶ．15，福田）；赤尾木

（l♀，Ⅶ．21，福田）；浦上（1♀，Ⅶ．21，前田信）（l♀，Ⅶ．21，柴田）・・・

・・各地に普通
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11．モンキアゲハ

湯湾118，嶋．16，池田秀日13，Ⅶ．16，前田三）；田検（13，鳩．13，前

田三日1平，鳩．14，前田三日13，Ⅶ．19，前田三）（1谷，Ⅶ．16，柴田）

湯湾岳（13，鳩．19，村上）；田検～湯湾岳（1頭，Ⅶ．19，木下）；芦検（18，

Ⅶ．13，村上）；役勝（1谷，Ⅶ．19，仙場）；浦上（1♀，Ⅶ．21，小島ト…・・各

地に普通

12．　カラスアゲハ

湯湾（18，Ⅶ．16，池田秀）（18，Ⅶ．13，神園）（13，Ⅶ．19，神国Hl

♀，Ⅶ．13，仙場日13，Ⅶ．13，村上）（1谷，Ⅶ．13，田中）（2谷，Ⅶ．

14，柴田）（33，場．15，前田信）（lS，Ⅶ．17，小島）（1♀，嶋．19，小

島）；田検（1♀，壇．13，田口）（1♀，Ⅶ．16，前田信）（1♀，Ⅶ．16，前田

信HlS，Ⅶ．16，柴田）；湯湾岳Ll古，Ⅷ．14，池田秀）（1谷，Ⅶ．14，仙

場）（1谷，Ⅶ．14，柴田）（18，Ⅶ．16，津田）（13，鳩．16，田口）；役勝

（1谷1♀，叫．19，福田）（18，Ⅶ．19，池田秀）（1♀，Ⅶ．19，仙場）；須

古（1♀，Ⅶ．14，田口）；石艮（13，塙．15，田口）；西仲間（13，Ⅶ．19，

福田日33，Ⅶ．13，池田秀）；城（13，Ⅶ．14，前田信）；新村（2♀，Ⅶ．

19．，福田）（18，Ⅶ・19，池田秀）；赤尾木（13，Ⅶ・21，福田）（13，Ⅶ・

21，木下ト・・・・各地に普通

くシロチョウ科＞

13．モンシロチョウ

湯湾（18，Ⅷ．16，池田秀）（13，Ⅶ．13，田中）（1古1♀，Ⅶ．15，柴田）

田検（18，Ⅶ．13，柴田）（1♀，Ⅶ．15，前田三）；芦検（13，Ⅶ．13，仙境）

（13，Ⅶ．13，村上）・…・・普通に見られた

14．ツマベニチョウ

湯湾（13，Ⅶ．13，池田秀）（18，Ⅶ．14，・宮本）（131♀，鳩．19，木下）

（1♀，Ⅶ．13，村上）（18，Ⅶ．19，池田慎）（23，嶋．13，前田信）（3谷，

嶋．19，小島）（23，鳩．13，田中）（18，嶋．15，柴田）（’18，壇．19，

柴田）；田検（18，鳩．13，小島）（13，Ⅶ．13，津田）（131♀，Ⅷ．13，

田口HlS，Ⅶ．14，前田三）（1古，鳩．16，前田三）（1♀，鴫．16，前田信J

（18，Ⅶ．16，柴田）（1♀，Ⅶ．19，柴田）；湯湾岳（1♀，Ⅷ．14，仙場）

（131♀，Ⅶ．19，村上）（1♀，Ⅶ．14，小島）（1頭，Ⅶ．16，津田）；今里

（181♀，Ⅶ．19，前田信）（533♀，Ⅶ．19，前田三）（581♀，Ⅶ．19，

柴田）．；石良（23，Ⅶ．15，中川）（53，Ⅶ．15，田口）：部逓（181♀，Ⅶ．

14，田口）；西仲間（1谷，Ⅶ．19，福田）（1谷，域．19，池田秀）（43，Ⅶ．

15，村上）（28，鳩．19，仙場Jl18，Ⅶ．19，池田慎）
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（13，棚．19，樋口）；役勝（1♀，Ⅶ．20，出水）（1番，Ⅶ．19，福田）（1

3，‾Ⅶ．19，池田秀）（23，Ⅶ．14，村上）（13，Ⅶ．19，仙場）；下役勝（1

3，Ⅷ．19，福田）；上役勝（lS，Ⅶ．19，池田秀）；新村（3番1♀，叫．19，

池田秀）（181♀，Ⅶ．20，池田慎）（281♀，鴫．15，田中）；住用（13，Ⅶ．

19，福田）；朝戸（13，Ⅷ．15，福田）；城（331♀，鳩．14，前田信）（33，

嘘．14，田中）（lSl♀，Ⅶ．14，津田）；八津野（18，嶋．19，田口）；名義

（1谷，叫．21，前田三）・・・‥・普通

15．キチョウ

場湾（1谷，叫．13，池田秀）（13，Ⅶ．18，池田秀）（13，Ⅶ．15，柴田）

田検（lS，Ⅶ．16，池田秀）（1♀，Ⅶ．13，田口）（13，Ⅶ．14，前田三）

（1谷，Ⅷ．15，前田三）；須古（13，Ⅶ．19，宮本）；芦検（1♀，Ⅶ．13，

村上）；都連（1頭，Ⅶ．15，津田）；城（1頭，増．14，津田‾）‥・・・・各地に普通に見

られた

16．ギンモンクスキチョウ

浦上（1♀，鴫．20，神国）；名瀬（1古1♀目撃，Ⅶ．21，前田三）

くシジミテラウ科＞

17．ムラサキシ．ジミ

湯湾（1♀，Ⅶ．13，宮本）（1♀．Ⅶ．13，池田秀1（1♀，Ⅶ．13，神園）（1♀，

壇．13，仙場）（1♀，Ⅶ．13，田中）；田検（1♀，Ⅷ．14，前田三）（1♀，Ⅶ．

16，柴田）；揚湾岳（1♀，嶋．15，神掛目1♀，叫．19，神国）（1♀，Ⅶ．

19，村上）（1頭，Ⅶ．19，木下）（13，Ⅶ．14，柴田＝2♀，Ⅷ．16，田口）

（1頭，Ⅶ．16，津田）；石良（1♀，Ⅶ．15，中川）（1♀，Ⅶ．15，田口）；西

仲蘭（1♀，洩．15，村上）；城（18，壇．14，前田信）（1頭，Ⅶ．14，津田）

‥・・・・やや山地性と思われる

1、8．ウラナミシジミ

湯湾（131♀，Ⅶ．15，柴田）；田検（13，Ⅷ．13，前田信）（13，Ⅷ。13，

田口）；須百（18，Ⅶ．14，宮本）；今里（1谷，Ⅶ．14，神国）；西仲間（1♀，

Ⅶ．19，池田秀）

19．オジロシジミ

湯湾（18，Ⅶ．17，小島）（183♀，Ⅶ．19，小島）；田検（13，Ⅶ．19，神

園）（1♀，Ⅶ．13，前田信）；今里（1♀，Ⅶ．14，神国）；今里一志戸勘（2頭，

Ⅶ．14，木下）・・・・・・海岸付近に見られ少なかっ1ら食草はノアズキと患われる。

20．アマミウラナミシジミ

湯湾（1♀，叫．19，宮本日281♀，叫．13，池田秀）（2♀，Ⅶ．16，池田秀）

（1頭，Ⅷ．13，木下）（1♀，鴫．13，仙場日1♀，Ⅶ．14，田口日18，Ⅶ．
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14，柴田日132♀，唖．13，神威）（1♀，叫．13，村上）；田検（1♀，Ⅶ．

13，中川）（2平，Ⅶ．14，前田三）（18，雌．16，柴田）（3♀，Ⅶ．15，前

田信）（2♀，Ⅶ．16，福田）（2平，Ⅷ．13，小島）；湯湾岳（1番2♀，嶋．13，

池田秀）（2頭，Ⅶ．15，木下）（2頭，Ⅶ．19，本下目1平，叫．14，仙場）

（981♀，鴫．16，田口）（431♀，叫．14，柴田）（131♀，Ⅶ．15，神国）

（l♀，Ⅶ．19，神国）（1令，Ⅶ．19，村上）（431平，Ⅶ．16，中川）（1番，

Ⅶ．19，村上）；役勝（1♀，鳩．16，出水）（1谷，Ⅷ．14，村上）（1♀，Ⅶ．

16，村上）；八津野林道（l＄1♀，Ⅶ．19，出水）’（2Sl卓，唖．19，田口）；

域（4頑，Ⅶ．14，津田）（285♀，Ⅷ．14，前田信）（384♀，Ⅶ．14，田中）

今里（2♀，咽．14，神国）；今里～志戸勘（2頭，Ⅷ．1・4，木下）；名瀬（13，

Ⅶ．20，前田信）；西仲間（582♀，Ⅶ．15，村上）；浦上（132♀，Ⅶ．21，

小島）（382♀，Ⅶ．21，柴田）；朝戸（181♀，Ⅶ．15，出水）（2♀，Ⅶ．

15，福田）；小湊（2♀，Ⅶ．15，福田）；赤尾木（382♀，Ⅶ．21，福田）

21．ヤマトシジミ

湯湾（18，Ⅶ．13，池田秀）（2頭，叫．13，木下）（1♀，Ⅶ．16，仙場）（2

♀，Ⅶ．15，前田信）（18，Ⅶ．13，田中）（2谷1♀，Ⅶ．13，田口）（1♀，

Ⅶ．14，田口）（1平，Ⅶ．14，柴田）（13，Ⅶ．15，柴田Hl♀，Ⅶ．13，

神園）（58，Ⅶ．13，村上）；場湾岳（18，Ⅶ．19，村上）（432♀，Ⅶ．14，

柴田）；田検（181♀，Ⅶ．13，前田信）（281♀，Ⅶ．13，田口）（2頭，叫．

13，津田）（23，嶋．13・，柴田）（131♀，鴫．13，前田三）（18，Ⅶ．15，

前田三）；役勝（1平，Ⅶ．14，村上）；西仲間（18，Ⅶ．15，村上）；城（131

♀，Ⅶ．14，前田信）（13，嶋．14，田中）；須百（1平，Ⅶ．16，田口）；石良

（lSl♀，Ⅶ．15，田口）；名糖（1平，Ⅶ．21，前田三）；赤尾木（1♀，Ⅶ．

21，神国）（1頭，Ⅶ．21，木下）；今里～志戸勘（1頭，Ⅷ．14，木下）；小湊

（4頭，Ⅷ．15，福田「；朝亡（18，唖．21，田中）；朝戸（1頭，鳩．15，福田）

22．シルビアシジミ

湯湾（23，Ⅶ．13，池田秀）（13，唖．16，池田秀）（28，Ⅶ．15，前田信）

（3頭，嗜．16，福田）（教頭，Ⅶ．17，小島）（2♀，嶋．15，柴田）（2♀，鴫．

13，神国）（1♀，嶋．15，神園）；湯湾岳（28，Ⅷ．15，池田秀）（681♀，

Ⅶ．15，仙場）；田検（1♀，嗜．13，前田信）（3頭．嘘．16，福田）（教頭，Ⅶ．

17，小島）（2谷，叫．13，前田三）；城（5頭，Ⅶ．14，津田）（232♀，鳩．

14，前田信）（483♀，Ⅷ．14，田中）；西仲間（2谷1♀，Ⅶ．13，神国）（1

♀，叫．13，池田秀）（1頭，Ⅶ．13，木下）；宇検（1風　Ⅶ．14，木下）；須古

一部連（1♀，鳩．14，中川）；都連（13，Ⅶ．14，田口）；役勝（1平，Ⅶ．

14，村上）；今里（13，Ⅷ．14，神国）；名瀬（1谷，Ⅶ．20，柴田）（482♀，

Ⅶ．21，柴田）（教頭，Ⅷ．21，小島）
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考察，域では海岸に多数見られた。湯湾岳の7台目では，♀がヤハズソクに産卵するのが見

られた。名瀬のくれないの塔でi　たくさんの個体が飛んでいるのが見られも　ヤハズソウの

あるところでは，必ずといってよいはど見られた。今里ではコメツプウマゴヤシのあるとこ

ろでも見られた。

23．ヤクシマルリシジミ

湯湾岳（13，嶋．15，神国）（13，嶋．16，田口）（1♀，Ⅶ．19，神国）；役

勝（1♀，Ⅶ．16，出水）（13，Ⅶ．16，木下）

考察、山地性である。食草には気をつけていたが，確認できなかった。しかし，役勝には

イスノキがあった0

24．サツマシジミ

湯湾岳（1♀，Ⅶ．15，神園）…‥・湯湾岳山頂付近での1♀のみ。白い花のまわりを飛ん

でいた。産卵中かとも思われたが，高くて確認できなかった。

25．イワカワシジミ・・・・・・幼虫，卵を採集したのみ。浦上では幼虫の数は多かっち

くウラギンシジミ科＞

26．ウラギンシジミ

場牒「～宇検（1♀，嶋．14，木下）；田検（13，Ⅶ．13，柴田）；田検～芦検

（1♀，叫．13，仙場）；今里（1♀，Ⅶ．19，前田三）

くマダラチョウ料＞

27．カバマダラ

湯湾（1♀，嶋．13，池田秀）（1♀，嗜．13，村上）（18，Ⅶ．13，田中）（1

♀，Ⅶ．13，仙境）；田検（48，Ⅶ．13，前田信）（131♀，Ⅶ．14，田中）

（181♀，Ⅶ．13，小島）（1頭．Ⅶ．13，前田三）（231♀，Ⅶ．13，柴田）

（23，唖．16，柴田）（4頭，壇．13，津田）（2谷1♀，Ⅷ．13，田口）；今里

（2番，Ⅷ．14，神威）；今里～志戸勘（3谷2♀，Ⅶ．14，木下）；須占（13，

鴫．14，中川）；都連（1♀，叫．114，中川）（2谷，鳩．・14，田口．）；新村（2古，

鳩．16，村上）（1♀，壇．19，福田）；城（632♀，鳩．14，前田信＝233

♀，Ⅶ．14，田中）（3醜　嶋．14，津田）；住用（2♀，Ⅷ．19，福田）；西仲間

（3番，嶋．13，池田秀）（1♀，叫．19，池田秀）；小湊（13，Ⅶ．15，出水）

（281♀，鴫．15，福田）；浦上）（1平，壇．21，田口Hl♀，Ⅶ．21，柴田）

朝仁（2谷，Ⅷ．21，宮本）（1平，域．21，樋口）（281♀，鴫．21，前田三）

朝戸（13，Ⅶ．15，福田）；赤尾木（3頭，Ⅷ．21，福田）

28．スジグロカバマダラ　　田検（1谷，Ⅶ．15，前田三ト…・日だまりをゆっくりふわふわ

と飛んでいた。目撃・・・・・・7月16日，湯湾岳展望台付近で，1頭目撃（津田）

29．アサギマダラ　　湯湾岳（1或　Ⅶ．16，津田）（13，嶋．16，田口）（13，咽．

15，仙境）（1平，Ⅶ．15，木下）（1谷，鳩．15，池田秀）

30．タイワンアサギマダラ　　湯培岳（1諷　Ⅶ．15，神威）（1頭，鳩．16，神門）
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採集当時気づかず，帰ってからわかった∩　アサギマダラと混生していたようなので，どのく

らいいたか不明。なお，この記軌ま既にSATSUMA　ノ柘73；57に発表時，

31．リュウキュウアサギマダラ

湯湾（4頭，Ⅶ．15，前田信）（13．叫．13，田中）（lSl平，Ⅶ．14，柴田）

（231平，嶋．15，柴田）；湯湾岳（1頭，嶋．15，木下）（13，Ⅶ．15，官本）

（1谷，Ⅷ．19，村上）；田検（1平，Ⅷ．13，柴田）（13，Ⅷ．13，田口）；田

検～湯湾岳（1頭，Ⅶ．19，木下）；宇検（1頭，Ⅶ．14，木下）；今里（18，嶋．

14，柴田）；城（13，Ⅶ．14，田中）（1凰　Ⅶ．14，津田）；新村（1♀，Ⅶ．

15，田中）；西仲間（1頭，Ⅶ．19，福田）（lS，Ⅶ．15，村上）；小湊（1番，

Ⅶ．15，出水）（1谷1♀，Ⅶ．15，池田秀）（1頭，‾Ⅶ．15，福田）；名瀬（1♀，

Ⅶ．21．宮本Hl頭，Ⅶ．20，前田信）；朝仁（1♀．Ⅶ．21，前田三）；朝戸

（1頭，Ⅶ．15，福田）；赤尾木（13頭，Ⅶ．21，木下）

＜テンダチョウ科＞

32．テンダチョウ

場湾岳（18，鳩．19，村上）（1♀，鴫．16，田口）（1頭，嶋．15，木下）（1

8，Ⅶ．15，神園）（13，Ⅶ．19，神国）；湯清く2頭，Ⅶ．13，木下）；田検

（1♀，嶋．16，前田信）；今里（1♀，軋．19，前田信）；西仲間（1頭，Ⅶ．20，

津田）；役勝（1頭，鳩．20，出水）；名瀬（13、Vl．21，前田三）；小湊（lS，

Ⅶ．21，田口）（5頭，Ⅶ∴21，仙場）（233♀，Ⅶ．21，池田秀）（3頭，Ⅶ．

21，津田）；朝仁（1♀，Ⅷ．21，前田三）

考察，やや山地蒙L幼虫は見られなかった（

くタテハチョウ科＞

33．ツマグロヒョウモン

湯湾岳（1♀，Ⅶ．14，柴田）；田検（131♀，Ⅶ．13，田口）（1谷、Ⅶ．13，

柴田）‘（232平，一Ⅶ．13，．前田三）；宇検（18，Ⅶ．14，・神国）

考馬　場湾岳5～6台目あたりにたくさん見られた。

34．リュウキュウ　ミスジ

湯湾（1平，Ⅶ．15，前田信）（18，Ⅶ．15，柴田）（18，Ⅶ．14，田口）（2

3，Ⅶ．13，池田秀）（1谷，4．16，池田秀）；田検（1令，Ⅶ．14，前田三）

（1♀，Ⅶ．13，小島）（1頭，叫．13，田中）（1古1♀，咽．13，前田信Hl

S，Ⅶ．13，柴田）（1♀、Ⅷ．16，柴田Hl頭，Ⅶ．13，津田）（28，Ⅶ．

13，田口日2頭，Ⅷ．16，仙場）（231♀，Ⅷ．16，池田秀）；湯湾岳（1古，

Ⅶ．19，村上）（13，Ⅶ．14，柴田Hl頭，Ⅷ．15，木下）（33，Ⅶ．14，

池田秀）；田検～湯湾岳（1諷　Ⅶ．19，木下）；域（13．Ⅶ．14，前田信）；

今里～志戸勘（3頭，Ⅶ．14，木下）；部連（1♀，Ⅷ．14，田口）；今里（1♀，

Ⅶ．14，神国）；役勝（1頭，Ⅶ．15，田中）；西仲蘭（13，Ⅷ．15，村上）
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（1頭，Ⅶ．19，福田）；小湊（1頭，Ⅷ．15，福田）；朝戸（1頭，Ⅶ．15，福田）

赤尾木（1番，Ⅶ．21，神国）

考察，場湾岳において，シバハギより1頭の申令幼虫を得た。（神国）

35．タテハモドキ

湯湾（1頭，嶋．13，神国）（1頭，Ⅶ．16，仙場）（1♀，Ⅷ．16，池田秀）；田

検（1頭，Ⅶ．16，前田信）（1頭，Ⅶ．15，小島Hl♀，Ⅶ．15，前田三）；須

百日8．Ⅶ．14，中川）（1頭，Ⅶ．13，田口Hl頭．Ⅶ．16，仙場）；城（2

覿　Ⅶ．14，前田信）（1亀　Ⅶ．14，田中）；西仲間（1頭，Ⅶ．15．村上）；名

義（1頭，Ⅶ．20，宮本）；浦上（1頭，Ⅶ．20，神威）（1頭，Ⅶ．21，小島）

（2谷，Ⅶ．21，柴田）；赤尾木（1頭，Ⅶ．21，木下）（1頭，Ⅶ．21，福田）；

朝戸（1或　Ⅶ．15，福田）；今里～志戸勘（1頭，Ⅶ．14，木下）

36・アカタテハ　田検（1頭，Ⅷ・1声，前田信）

37．ルリタテハ　　湯湾岳（1風　Ⅶ．15，神国）；田検（13，Ⅶ．13，前田三）；田検

～湯湾岳（2頭，嶋．19，木下）考察．山地性である。

38．スミナがシ　　湯湾岳（1♀，Ⅶ．14，池田秀）

考察，少なしも一湯浩岳ではヤマビワは多く，食痕も多数見られたが，幼虫は1頭しかとれ

なかっ‰

39．イシガケチプウ

湯湾（1頭，唖．13，田中）（1♀．Ⅷ．18，池田秀）；湯湾岳（18，4．15、神

園）（13，唖．14，柴田）（2会．Ⅶ．16，田口）（1頭，叫．15，木下）（1谷，

Ⅶ．14，池田秀）（18，Ⅶ．19，村上）；田検（1谷，Ⅶ．13，前田信日1♀，

Ⅶ．15，前田信）（23，l雌．13，前田三）（13，Ⅷ．14，前田三）（1古，Ⅶ．

19，前田三）（18，Ⅶ．13，小島）（2♀，Ⅷ．16，柴田）（1頭．Ⅶ．13，津

田）t（1谷，Ⅶ．16，福田）tl諷　Ⅶ．13，津田）；小湊（1平，Ⅶ．15，出水）

40．アカボ‘シゴマダラ

田検tl♀．鴫．16，柴田）；田検～今里（lS，嶋．19，前田信）；湯湾岳（1♀，

Ⅶ．15，池田秀）；小湊（18，叫．21，池田秀）（1♀，Ⅶ．15，出水）；石艮

（1頭，Ⅷ．14，宮本）；朝戸（1♀，嶋．15，福田）；名巌（lS，唖．20，柴田）

＜ジャノメチョウ料＞

41．　ヒメジャノメ

湯湾（2頑．Ⅶ．13，神国）；田検11♀，帽．13，前田信）（1♀．Ⅶ．13，柴田）

（1♀，Ⅶ．16．福田）；湯湾岳（1谷，Ⅶ．16，田口日1頭，Ⅶ．15，木下）

（1垣　Ⅶ．16，津田）；八津野（1♀，嶋．19，田口）；役勝（1東．Ⅶ．16，木

下）；城（1頭，壇．14，津田）；西仲間（13，Ⅶ．16，村上）（1♀．Ⅷ．13，

池田秀）；今里～芦検（1♀，Ⅶ．19，前田三）；名瀬（18，唖．21，柴田日1
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谷，叫．21，田中Hl古，Ⅶ．21，池田秀日13，Ⅷ．21，福由）；浦上（13，

鴫．21，田中）

42．　ウスイロコノマチョウ

湯湾（1♀，嶋．19，柴田Hl頭，鳩．15，福田Hl兎　Ⅶ．13，木下）；田倹

（1頭，Ⅶ．16，前田信）（1平，Ⅶ．13，小島日18，嶋．16，前田信）（1♀，

Ⅶ．16，柴田）；役勝（1頭，Ⅶ．16，出水）；戚（3乳　Ⅶ．14，前田信日3頭，

嶋．14，田中）（1頭，Ⅶ．14，津田）；名瀬（1頭，Ⅷ．21，宮本）；浦上（1頭，

唖．21，仙場）

穀　クロコノマチョウには，気をつけていたが，採集できなかった。

l　ガ　類

＜スズメが科＞

1．シモフリスズメ　　湯湾（1頭，Ⅷ．18，田口）（1頭，雌．18，池田秀）

之リュウキ二ゥォォスカシバ　湯湾（1頭，Ⅶ．13，池田秀）

3．ブドウスズメ　　湯湾（2現　場．15，田口）（3頭，Ⅶ．16，田口）（11頭，Ⅶ．

18，田口）（5頭，Ⅶ．19，田口）（1頭，Ⅶ．16，出水）（3頭，Ⅶ．16，池田

秀）

4．クロホクジャク　　湯湾（1頭，鳩．18，宮原）

5．オキナワクロホウジャク　　湯湾（1頭，嶋．18，田口）（1頭，鴫．19，池田慎）

湯湾岳（1頭，Ⅶ．16，田口）；八津野（2頭，鳩．19，田口）；都連（1頭，Ⅶ．

14，田口）；西仲間（1頭，鳩．13，宮原）……死骸，（1頭，Ⅶ．16，出水）

6．コスズメ　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，田口）

乙　キイロスズメ　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，田口）

8．セスジスズメ　　湯湾（1頭，Ⅶ．13，田口）（1頭，Ⅶ．14，田口）（1頭．Ⅶ．

15，田口Hl執　Ⅶ．16，田口）（2頭，Ⅶ．18，田口）（1頚，増．19，田口）

西仲間（1頭，Ⅶ．・19，池田秀）

9．イブボンセスズスズメ　　湯湾（1頭，Ⅶ．18，田口）

10．シタベニスズメ　　湯湾（1頭，Ⅷ．18，池田秀）

＜ヤママユが科＞

11．ヤママユが　湯湾（lS，叫．14，池田秀）（1♀，鴫．15，池田秀）；湯湾岳（1

♀，Ⅶ．15，木下）（1古，Ⅶ．16，田口）

くヒトリガ科＞

12．クワゴマダラビトリ　　湯湾（28，鳩．13，田口）（33，Ⅶ．14，田口）

13．ハイイロヒトリ　　湯湾（2頭，Ⅷ．13，田口）（3頭，Ⅶ．14，池田秀）

14．モンシロモドキ　　湯湾（2頭，鳩．13，田口）（1頭，Ⅶ．13，池田秀）；都連（1

諷　Ⅶ．14，田口）

考察，湯湾では割合に，モンシロモドヰが低地で見られ，湯湾岳中腹あたりでは，キハラモ
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ンシロモドキの万が目立った。

15．キバラモンシロモドキ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．16，田口）（2頭，Ⅶ．14，池田秀）

石艮（1頭，Ⅷ．15，田口）；八津野（1頭，Ⅶ．19，田口）

くヒトリモドキガ科＞

16．キイロヒトリモドキ　　湯湾（2頭，Ⅶ．18，田口）（3頭．Ⅶ．19，田口日1頭，

Ⅶ．18，池田秀）

17．ホシヒトリモドキ　　湯湾（1頭．Ⅶ．14，田口）

＜ヤガ科＞

18∴スジシロキヨトウ　湯湾（1頭　Ⅶ．14，田口）（1醜　Ⅶ．14，池田秀）

19．ハスモンヨトウ　　湯湾（1頭，Ⅶ．13，田口）（1頭，Ⅶ．14，田口）（1頭，Ⅷ．

13，池田秀）（4或　Ⅶ．16，池田秀）（2頭，4．18，池田秀）（1亀　Ⅶ．15，

田口）（3頭，Ⅶ．18，田口）

20．キスジツマキリヨトウ　　湯湾（1頭．Ⅷ．15，池田秀）

21．アミメツマキリヨトウ　　湯湾（1頭．Ⅶ．19，田口）

22．リュウキュウキノカワガ　湯湾（1頭．嶋．16，池田秀）

23．アヤナミツマキリヨトウ　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，田口）

24．シロモンフサヤガ　　湯湾（1亀　Ⅶ．19，田口）

25．シロズリンが　　場湾（1或　場．14，田口）

26．フタトかノコヤガ　湯湾（1頭，Ⅶ．16，池田秀）

27．アミメコヤガ　湯湾（1頑，4．13，池田秀）（2頭　鴫．16，池田秀）（1醜　Ⅶ．

18，池田秀）

28．ギンポシキンウワバ　湯湾（1頭，Ⅷ．18，田口）

29．オオトモエ　　湯湾（1頭，叫．16，池田秀）（1諷　Ⅶ．16，田口）；湯湾岳（1頭，

嘘．16，田口）；西仲間（1轟，Ⅷ．15，村上）

30．ツキワクチ′ヾ－　湯湾（1頭，Ⅶ．15，田口）

31．クロモンクチバ　　湯湾（1頭．Ⅷ．15，田口）

32．アカキリバ　　湯湾（1覿　Ⅶ．18，田口）

33．オオアカキリ云　場湾（1頭，Ⅶ．16，池田秀）（1頭，Ⅷ．18，池田秀）

34．ヒメギンウワ′ヾ　　湯湾（1頭，嶋．18，田口）

＜シャチホコが科＞

35．アオシャチホコ　　湯湾（1頭．Ⅶ．16，田口日1或　嶋．18，田口日2亀　Ⅶ．

19，田口）

36．ツマキシャチホコ　　湯湾（1頭　Ⅶ．16，田口）

＜カレハガ科＞

37．マツカレハ　　湯湾（1頭，壇．13，田口）（1頭，Ⅷ．15，田口）
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＜ドクが科＞

38．ゴマフリドクが　湯湾（1頭，鴫．13，田口）（3頭，Ⅶ．14，田口）（1頭，Ⅶ．

15，田口）（l頭，嶋．19，田口）

＜トガリバ科＞

40．モントガリバ　湯湾（1頭，嶋．18，池田秀）

＜カギバガ科＞

41．ウコンカギバ　　湯湾（1頭，Ⅶ．18，田口）

42．アカウラカギバ　湯湾（1現　場．14，田口）

43．アシベニカギバ　湯湾（1頭，Ⅶ．18，田口）（1頭，Ⅶ．19，田口）

くシャクガ科＞

44．才ビベニホシシャク　　場湾（1頭，Ⅷ．17，田口）（3頭，Ⅶ．19，田口）（1頭，

Ⅶ．14，池田秀）；湯湾岳（1頭，Ⅶ．16，田口）

45．ヨツモンマエジロアオシャク　　湯湾（1頭，Ⅶ．16，田口）

46．コベニスジヒメシャク　湯湾（1頭，Ⅶ．14，田甲）

47．ウスオエダシャク　　湯湾（1頭，嶋．14，池田秀）

48．キオビエダシャク　　八津野（7諷　Ⅶ．19，田口）；湯湾（1頭，Ⅶ．16，仙場）

湯湾岳（1風　Ⅶ．15，田口）；新村（15頭．Ⅶ．19，池田秀）；浦上（2頭，Ⅶ．

20，木下）；朝仁（1頭，Ⅶ．20，神門）

考察，住用村新村では，道路沿いの並木に，多くの個体が静止しているのが見られた。又，

名顔市朝仁で嶋　民家の垣根のイヌマキに，多くの幼虫がおり，たたくと糸を引いてぶらさ

がる習性が見られた。なお採集した個体は，すべて昼間に採集したもので，訪花も観察でき

ち

49．クスイロオエダシャク　　湯湾（1頭，嶋．18，田口）

50．ツマキリウスキエダシャク　　湯湾（1頭，Ⅶ．14，池田秀）

＜スカシバが科＞

51．オオモモプトスカシバ　湯湾（1頭，嶋．13，宮原）

＜メイが科＞

52．オオマエジロホソメイが　　場湾（1亀　Ⅶ．13，田口）

53．トサカフトメイが　　湯湾（2頭，Ⅶ．14，田口）（1頭，Ⅶ．18，田口）（1頭　Ⅷ．

19，田口）（3頭，

54．モンキシロノメイが

55．ウスグロノメイが

56．シロオビノメイが

57．キンモンノメイが

58．シロマダラノメイが

59．ハダルマノメイガ

Ⅶ．14，田口）

湯湾（2頭，

湯湾（1頭，

湯湾（1頭，

西仲間11亀

湯湾（1諷

湯湾（2頭，

Ⅶ．13，田口Hl頭，Ⅶ．14，池田秀）

嶋．15，田口）

Ⅶ．14，池田秀）

Ⅶ．13，池田秀）

Ⅶ．16，池田秀）

Ⅶ．18，田口）（3頭．Ⅶ．19，田口）
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60．カクモンノメイが　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，田口）

61．ホソミスジノメイが　　湯湾（1頭，Ⅶ．15，田口）

62．ヒメクロミスジノメイが　　湯湾（1魂　嘘．19，田口）

63．オオキノメイガ　　場湾（2頭，鴫．18，田口）（2頭，Ⅶ．19，田口）；八津野（2

頭，Ⅶ．19，田口）；田検（1頭，Ⅶ．19，田口）

64．モンキクロノメイが　　場湾（2頭，Ⅶ．19，田口）

65．クロへリノメイが　　場湾（1頭，叫．19，田口）

66．ワタノメイが　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，田口）

67．ヒロハウスグロノメイが　　湯湾岳（1諷　Ⅶ．16，田口）

68．コシマメイが　湯湾（3頭，Ⅶ．13，田口）（2或　Ⅶ．15，田口）

69．ミスジノメイが　　湯湾（1頭，鴫．19，田口）

が類の全体の考察，多くの採集品が湯湾公民館の屋上に，飛来したものである。採集地が湯湾だ

けであり，十分な調査ができなかった。トサカフトメイがカ与　最もよくブルーライトに飛来した。

B．鏑　効　目

くハンミョウ料＞

1．アマミバンミヲウ　　場湾岳（5頭，Ⅶ．16，津田）

＜ゲンゴロウ科＞

2．ウスイロシマゲンゴロウ　　湯湾（1頭．Ⅶ．19，田口）

＜クワガタムシ科＞

3．スジブトヒラタクワガタ　　湯湾（131♀，Ⅷ．16，津田ト・・…両方とも死体

＜アツバコがネ科＞

4・フチ，トリアツバコがネ　場湾（1頭．Ⅷ・13，田中Hl頭，Ⅷ・19，田口）（6頭，

嶋．19，津田）（3頭，叫．19，田口）

くコがネムシ科＞

5．フタスジカンショコがネ　　湯湾（1頭，Ⅶ．15，津田Hl頭，Ⅶ．19，田口＝1

亀　咽．19，津田）

6．オキナワシロスジコがネ　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，津田）（1頭．Ⅶ．19，田口）

7．オオシマドゥがネ　　湯湾（2頭，壇．13，津田）（1頭．Ⅶ．14，津田）（1頭，Ⅶ．

14，田中）（2頭，Ⅶ．15，津田）（2頭，Ⅶ．19，津田）

8．アマミアオドゥがネ　　湯湾（8亀　Ⅶ．13，津田）（16頭，Ⅶ．14，津田）（2頭，

Ⅷ．13，田中）（3頭，Ⅶ．14，田中）（18頭，Ⅷ．15，津田）（18頭，嶋．

16，津田）（22頭，Ⅶ．19，津田）；田検（2頑，Ⅶ．13，津田）
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9．サンカクスジコがネ　　湯湾（1現　場．14，津田）（2頭，Ⅷ．16，津田）

10．ムシスジコがネ　　湯湾（2頭，Ⅶ．13，津田）（1頭，鴫．14，津田）（2頭，Ⅶ．

16，津田）（3頭，Ⅶ．19，津田）

11．リュウキュウオオハナムダリ　　田検（1頭，Ⅶ．15，津田）

12．リュウキュウツヤハナムダリ　　湯湾（1頭．Ⅶ．15，津田）；城（1頭，Ⅶ．14，田

中）；都連ll頭，Ⅶ．15，津田）

＜タマムシ科＞

13．オオシマルリタマムシ　田検（1頭，4．13，津田）

14．アオウバタマムシ　　田検（1頭，Ⅶ．13，津田）（1鶉　鴫．13，田口）（1或　Ⅶ．

16，平川）

15．アヤムネスジタマムシ　　浦上（1醜　嶋．21，津田）

くコメッキムシ料＞

16．サビキコリ　　田検（1頭，嶋．13，津田）；湯湾（1頭，壇．14，津田）（1頭，唖．

19，田口）

17・＿ウバタマコメッキ　湯湾（1頭，咄・14，津田）（1頭，沌・15，津田）

18．7タモンウバタマコメッキ　　湯湾（1頭，Ⅶ．14，津田）；八津野（1頭，Ⅶ．19，

津田）；役勝（1或　Ⅶ．20，津田）

くナガシンクイムシ科＞

19．オオナガシンクイ　　田検（1頭，叫．13，津田）

くテントウムシ科＞

20．オオニジュウヤホシテントウ　　城（1頭，鴫．14，津田）

21．オオテントウ　　浦上（1頭，Ⅶ．21，津田）

くゴミムシダマシ料＞

22．オオシマナガゴミムシダマシ　　場湾（1薮，Ⅶ．15，津田ト…・死体

23．オオツヤホソゴミムシダマシ　　湯湾（1頭，Ⅶ．15，津田）

＜ハナノミ科＞

24．コオビバナノミ　　場湾（1薮，Ⅶ．19，三隅）

＜カミキリムシ科＞

25．ベーツヒラタカミキリ　　湯湾（1頭，Ⅶ．13，村上）

26．アマミトゲウスバカミキリ　　湯湾（1♀，Ⅷ．14，三隅）（1♀，Ⅶ．14，宮原）

（1♀，嘘．16，村上）（1平，Ⅶ．16，池田秀）tl♀，鳩．19，三隅）（1♀，

Ⅶ．16，宮本）‥・‥・すべて燈火採集。

27．コバネカミキリ　　湯湾岳（1頭，鳩．15，木下）‥・・・・木の皮はぎによって得られた。

28．ツシマムナクポカミキリ　　湯湾（1亀　鳩．19，三隅）・・・・・・燈火採集。

29．キイロミヤマカミキリ　　湯湾（1番，壇．13，木下）（2或　Ⅷ．13，神国）（1頭，

嶋．15，中川）（1頭，Ⅷ．15，三隅）．（1♀，Ⅶ．14，池田秀）（2頭，Ⅷ．16，
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中川）（13，Ⅶ．16，出水）（1頭，Ⅶ．16，池田秀）（1頭，Ⅶ．16，前田信）

tl頭，Ⅶ．19，前田信）（lS，Ⅶ．19，津田Hl8，Ⅶ．19，宮原）；湯湾～

西仲間（2古3♀，嶋．13，木下）；湯湾岳（1頭，鳩．19，池田秀）・・・・・・アカメガシ

ワの花上，煙火で得られた。

30．イエカミキリ　　湯湾（13，叫．13，三隅）（1頭，Ⅶ．13，村上）（182♀，Ⅶ．

13，木下）（1頭，Ⅶ．13，神国）（13，鳩．13，津田）（1♀，Ⅶ．14，三隅）

（8頭，Ⅶ．14，村上日1諷　Ⅶ．14，仙場）（181♀，Ⅶ．14，宮原＝3頭，

Ⅶ．15，田中）（382♀，嶋．15，出水＝3谷2♀，Ⅷ．15，津田）（232♀，

Ⅶ．15，本下目9頭，Ⅶ．15，仙場）（581♀，Ⅶ．16，三隅）（4諷　Ⅶ．

16，田中）（333♀，Ⅶ．16，津田日5古3♀，Ⅶ．16，木下）（1頭，Ⅶ．

16，神国日2亀　Ⅶ．16，仙場）（53，Ⅶ．16，宮原）（13，Ⅶ．17，池田

秀）（1♀，Ⅶ．18，中川）（482♀，Ⅶ．19，池田秀）（133♀，Ⅶ．19，出

水日1薗　Ⅶ．19，村上）（1♀，Ⅶ．19，中川）；名瀬（18，Ⅶ．20，津田）

・・・・・・燈火探鳥　夜間材上で採集。

31．アマミトビイロカミキリ　　湯湾岳（1頭，Ⅷ．15，神国）；役勝（1頭，Ⅶ．16，村

上）

32．ヨコヤマヒメカミキリ　　西仲間（1諷　嘘．15，宮原）

33・テツイロヒメカミキリ　　役勝（2醜　Ⅶ．15，田中）（1頭，鳩．16，村上）・・・…枯

れ枝の叩き絹（葉のついたもの）で採集し7ら

34．リュウキュウヒメカミキリ　　湯培岳（1頭，Ⅶ．19，村上）；役勝（1頭　Ⅶ．15，

田中）

35・チャイロヒメカミキリ　　湯湾（1或　Ⅷ．14，津田）（1頭，Ⅶ．16，村上）（1頭，

叫．19＿，三隅）；役勝（1頭，Ⅶ．14，三隅）（1或　Ⅷ．16，村上）・・・・・・生木の叩

き縄。燈火にもきていた。

36．ヒゲナガヒメカミキリ　　役勝（1頭，Ⅶ．16，三隅）（3亀　Ⅶ．16，宮森）（1或

Ⅷ．16，村上）……葉のついた枯れ枝の叩き乳

37．ホソガタヒメカミキリ　　役勝（1亀　鳩．14，三隅）（1頭．壇．21，宮原ト…・葉

のついた枯れ枝の叩き網。

38．リラウブモモプトビメコバネカミキリ　　役勝（13，Ⅶ．16，宮原）（2醜　Ⅶ．16，

村上）‥・・・・切り倒されて数日の葉の多い広葉樹の叩き網。

39．‘ニッポンモモプトコバネカミキリ　役勝（1平，嶋．14，宮原）；西仲間（1垣Ⅶ．

15，村上）（131♀，叫．20，、出水）・・・・・・種不明の花のまわりを飛翔中のものを採集

した。

40・オオシマミドリカミキリ　　役勝（1♀，Ⅶ．14，宮原）・・・・・・生木の叩き絹

41・アマミトラカミキリ　　湯湾（1頭，Ⅶ．13，神国）；湯湾岳（7諷　Ⅶ．15，木下）
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（1頭，Ⅶ．15，神国）（7頭，Ⅶ．16，津田）（6頑，嶋．19，宮原）（3頭，Ⅶ．

19，三隅）；役勝（1頭，Ⅶ．14，三隅）（1諷　Ⅶ．14，宮原）…・・儲湾岳山頂付

近の伐採木に，多数飛来した。枯れ枝の叩き網。

42．キスジトラカミキリ　　湯湾～西仲間（1頭，Ⅶ．13，木下）

43．ヤエヤマトラカミキリ　　湯湾（1頭，Ⅶ．15，池田秀）；役勝（1頭，Ⅶ．14，村上）

44・ヨツスジトラカミキリ　　湯湾（1現　場．13，田中日1頭，Ⅶ．13，池田秀）（1

頭，Ⅶ．13，村上）；湯湾岳（1頭，Ⅶ．16，津田）；田検（1頭，Ⅶ．13，津田）

（1頭，Ⅶ．16，池田秀）；須百（J部連（1頭，Ⅶ．14，中川）

45．フタオビミドリトラカミキリ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．16，神門）

46．アマミトゲヒゲトラカミキリ　　場湾岳（1諷　Ⅶ．15，本下目1頭，Ⅶ．15，池田秀）

47．ケナガカミキリ　　役勝（1諷　Ⅶ．14，三隅）（1頭，Ⅶ．14，村上）（1頑，Ⅶ．

16，村上）（1頭，Ⅶ．16，三隅）‥・・・・枯枝の叩き網（切り倒されて数日の広葉樹）

48．才キナワキボシカミキリ　湯湾（1‘♀，Ⅶ．19，三隅）（1古，Ⅶ．19，池田秀）

（1頭，Ⅶ．19，津田）；湯湾岳（1頭，塙．19，村上）；役勝（1♀，嶋．21，宮

原）・・・・・・燈火採集，シマグワの叩き樹。

49．オオシマゴマダラカミキリ　　湯湾（2頭，Ⅶ．13，村上）（1♀，Ⅶ．13，池田秀）

（1番1♀，Ⅶ．14，池田秀）（1頭，Ⅶ．15，仙場）（18，Ⅶ．16，出水）（1

8，Ⅶ．16，前田信）（1令，嶋．16，三隅）（1亀　Ⅶ．16，宮本）（1頭，Ⅶ．

16，津田）（1頭，鳩．16，田口）（1頭　Ⅶ．19，津田）（2頭，Ⅶ．19，田口）

（1♀，堰．16，宮原）；湯湾岳（1谷，Ⅶ．14，池田秀）（1谷，死骸，Ⅷ．14，

樋口）（436♀，Ⅶ．15，木下）（2頑，Ⅶ．16，村上）（13，Ⅶ．19，宮原）

（1頭，唖．19，村上）（2頭，Ⅶ．19，中川）；今里（2頭，唖．19，前田信）

城（2頭，Ⅶ．14，田中）（2風　Ⅷ．14，津田）；八津野（1谷，Ⅶ．19，出水）

西仲間（18，Ⅶ．15，宮原）（1谷1♀，Ⅶ．15，三隅）（1令，Ⅶ．16，出水）

名瀬（2頭，Ⅷ．21，田中）；名瀬おがみ山公園（1♀，‘Ⅶ．21，三隅）；小湊（1♀，

Ⅶ．15，出水ト・‥・各地で普通にとれた。ミカンの枝上や飛翔申，燈火採集で得られた。

生態観察記録‥…・7月19日，湯湾岳登山路のわきの踵不明の若木の幹疇　本法が3疎とま

っていた。うち2頭は採集した。この木は，ついている葉も少なく，樹皮もほとんどかじら

れていて，あわれな姿を里していた。本種を採集したときは，幹をかじっていなかったが，

本種がかじったものに間違いないものと患われる。樹皮は不定形にかじられていた。葉も後

食されたものと思われる。この木は，ツパキ科のイジュ（イジュー）schima superba

Oord et Champ（鹿大農学部追静夫先生同定）であった。生態図鑑（小島，株19

69）には，本種の後食する植物として，クスノバカエデが記録されているにすぎない（中

川）。

50．才オシマヤハズカミキリ　　役勝（1現　場．14，村上）（2貌Ⅶ．16，田中）（1頭，Ⅶ．

20，津田）；西仲間（18，Ⅶ．15，宮原）；須古一一都連（1或　Ⅶ．14，中川）
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枯れ葉のついた枯れ枝の叩き網

51．オオシマウスアヤカミキリ　　役勝（1頭，Ⅶ．14，村上）；瘍湾～酎中間（1♀，Ⅶ．

13，木下主・・・・・タケ類ではなく，枯れ枝の叩き網

52．シロオビヒメヒゲナガカミキリ　　田検～湯湾岳（1諷　Ⅶ．19，木下）…‥・枯れ枝の

叩き網

53．オオシマビロウドカミキリ　　役勝（l♀，Ⅶ．14，宮原）（1♀，Ⅶ．16，宮原）

（13，Ⅶ．21，宮原）；場湾岳（3頭．鴫．19，村上ト・・・・下草の叩き網

54．アマミビロウドカミキリ　　役膳（18，増．14，宮原）（1現　場．14，三隅）（4

頭，Ⅶ．15，田中）（1頭，Ⅶ．16，三隅）；西仲間（1或　Ⅶ．15，三隅ト…・枯

れ枝の叩き網（つる性のものや，葉のついたもの）

55．ナカジロゴマフカミキリ　　役勝（1頭，Ⅶ．14，三隅）（1軋　Ⅶ．16，三隅）‥・・・・

枯れ枝の叩き網（葉のついたもの）

56．オキナワゴマフカミキリ　　役勝（1頭．Ⅷ．14，三隅）（1頭　Ⅶ．15，田中）（1

頭，Ⅶ．16，三隅）（1頭，Ⅶ．19，宮原）；西仲間（1頭，Ⅶ．15，宮原）‥・・・・ア

カメガシワなどの枯れ枝の叩き網

57．コゲチャサビカミキリ　　田検～場埼岳（2頭，Ⅶ．19，木下）；湯湾岳（5頭，Ⅶ．

19，村上）；役勝（2頭，Ⅷ．21，宮原）；西仲間（1或　Ⅶ．16，出水）（1頭，

Ⅶ．20，出水）‥・・・・枯れ枝の叩き網

58．クロオビトゲムネカミキリ　　湯湾岳（9頭　Ⅶ．15，木下）；田検～湯湾岳（1頭

叫．19，木下）；役勝（5頭，Ⅶ．14，三隅）（5頭　Ⅶ．14，村上）（4頭，唖．

14，宮原）（5風　Ⅶ．15，田中）（2醜　Ⅶ．16，三隅）（7頭．Ⅶ．16，木下）

（2或　Ⅶ．16，村上）（9頭，Ⅶ．16，宮原）（2頭，Ⅶ．16，田中）（3諷Ⅶ．

20，津田）；西仲間（1頭，Ⅶ．16，出水）（6頭，Ⅷ．20，出水）‥・‥・枯れ枝の叩

き納（葉のついたもの）

59・コプバネサビカミキリ　湯湾岳（4属　Ⅶ．1．9，村上）；役勝（4、頭，Ⅶ・14，三隅）

（8諷　Ⅶ．14，宮原）（6頭，Ⅶ．16，村上）（5頭，Ⅶ．15，田中）（3或Ⅶ．

16，三隅）（8頭，Ⅶ．16，田中）（3頭，Ⅶ．16，宮原）（8諷　Ⅶ．16，村上）

（10頭．Ⅶ．20，津田）（2醜　Ⅶ．21，宮原）（3薮，Ⅷ．21，宮原）；西仲間

（438♀，Ⅶ．20，出水）（1♀，Ⅶ．21，出水）‥・・・・枯れ枝の叩き網（葉のついた

もの）

60．ヨツスジシラホシサビカミキリ　　湯湾（3頭，Ⅶ．19，三隅）；田検一ノ湯湾岳（9諷

Ⅷ．19，木下）；場湾岳（1頭，Ⅶ．19，村上）；役勝（1頭．Ⅶ．14，三隅）（1

頭，Ⅷ．14，宮原）（2現　場．16，宮厳）（2頭，Ⅶ．20，津田）；西仲間（1頭，

Ⅶ．16，出水Hl諷　叫．20，出水）‥・‥・つる性の植物（種不明）の叩き網によって

得られた。

61．オオシマサピカミキリ　　湯湾岳（1或　Ⅶ．15，木下日1亀　Ⅶ．16，中川日1
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頭，唖．19，村上）；田検～湯湾岳（3頭，鴫．19，木下）；役勝（1頭，叫．15，

田中）‥・・・・枯れ枝の叩き網（葉のついたもの）

62．アトモンサビカミキリ　　田検～湯袴岳（1頭，Ⅶ．19，木下）；八津野（1頭，Ⅶ．

19，出水）…・・・枯れ枝の叩き網

63．サビアヤカミキリ　　湯湾（1頭，Ⅶ．16，神国）；新村（1頭，嶋．19，福田）；西

仲間（181♀，Ⅶ．13，宮鹿）（181平，Ⅶ．15，宮原）

64．ウスフタモンサピカミキリ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．14，仙場）（2頑，Ⅶ．15，木下）

役勝（1頭，鴫．14，宮鹿）（2薗　叫．15，田中）（1頭㍉鴫．16，木下）（1頭，

Ⅶ．20，津田）（12頭，Ⅷ．21，村上）；八津野（1頭，Ⅶ．19，出水）；西仲間

（1轟，Ⅶ．16，出水）……枯れ枝の叩き絹（葉のついたもの）

65．コブスジサビカミキリ　　湯湾岳（2頭，Ⅶ．15，木下）；役勝（9或　Ⅶ．16，木下）

枯れ枝の叩き網

66．アヤモンチビカミキリ　　湯湾岳（2頭，Ⅶ．19，三隅）（9頭　Ⅶ．19，村上）；田

検【一喝湾岳（7頭，Ⅶ．19，木下）；都連（1頭，Ⅶ．16，津田）；八津野（1醜

唖．19，出水）；役勝（1頭，4．14，三隅）（3頭，鴫．14，三隅）（6頭，Ⅶ．

14，宮原）（8頭，鴫．14，村上）（7或　嶋．15，田中）（8醜　鴫．16，田中）

（11頭，嶋．16，木下）（2頭，Ⅶ．16，宮原）（2頭，膚．16，村上）（13頭，

Ⅶ．21，宮原）（8頭，Ⅶ．21，村上）；西仲間（1♀，Ⅶ．16，出水）（536平，

Ⅷ．20，出水）（2頭，Ⅶ．20，津田ト…・枯れ枝の叩き網

67．アトモンチビカミキリ　　役勝（1執　Ⅶ．14，村上）‥・・・・枯枝の叩き網

68．オビレカミキリ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．19，村上）；田検～湯湾岳（5風　Ⅶ．19，

木下）；役勝（1頭，嶋．15，田中ト・‥・枯れ枝の叩き網（っる性のもの）

69．アラキドゥポソカミキリ　　湯湾（1諷　Ⅷ．15，津田ト・・・・・燈火採集

70．オオシマドゥポソカミキリ　　湯湾（18，Ⅶ．14，津田）・…・・燈火採集

71．アトモンマルケシカミキリ　　場湾岳（10頭，嶋．19，村上）；田検～湯湾岳（11

頭，Ⅶ．19，木下）；八津野（1頭．鳩．19，津田）；役勝（1頭，Ⅶ．14，三隅）

く1頭，Ⅶ．14，村上）（2頭，Ⅶ．15，田中）（5頭．Ⅶ．16，木下）（6頭，叫．

16，宮原）（2頭，嶋．16，村上）；西仲間（1覿　Ⅶ．16，出水）（5頭，Ⅶ．

20，出水）（2頭，Ⅶ．21，出水）‥・・・・枯れ枝伽ロき網（葉のついたもの）

72．ラマミハリムネモモプトカミキリ　　役勝（3頭，嶋．14，三隅）（l頭，Ⅶ．14，村

上Hl諷　Ⅶ．15，田中）（2頭　Ⅶ．16，宮原）（2頭，Ⅶ．21，村上）‥…・枯

れ枝の叩き絹（葉のついたもの）

73．トカラケシカミキリ　　役勝（1亀　Ⅶ．21，官房）・・・・・・枯れ枝の叩き網

74．スジシロカミキリ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．15，木下）（1頭，Ⅶ．15，神国）（1頭，

Ⅶ．19，三隅）（1頭，Ⅷ．19，宮原）；役勝（1頭，Ⅶ．14，宮原）；西仲間（1

頭，Ⅷ．20，出水）・・・・・・材に飛来した。
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75．ラミーカミキリ　　浦上（1最，Ⅶ．21，津田）

76．アマミリンゴカミキリ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．19，宮原）・・・‥・飛翔申

くハムシ科＞

77．ヨモギハムシ　　田検（1頭，Ⅷ．13，津田）

くゾウムシ科＞

78．アリモドキゾウムシ　　場湾（1頭，叫．19，津田）……燈火採集

79．ウスヒョウタンゴミムシ　　湯湾岳（1頭，Ⅶ．16，津田）

80．シロアナアキゾウムシ　　湯湾（16覿　Ⅶ．19，津田）（9諷　Ⅶ．19，三隅）

（1諷　Ⅶ．19，前田信）

81．オオゾウムシ　　湯湾（1頭，Ⅶ．19，中川）‥・‥・燈火採集

＜ミツギリゾウムシ科＞

82．ミツギリゾウムシ　　場湾（1或　Ⅶ．19，三隅）（1薗　Ⅶ．19，前田信）

C．半　効　目

＜ミミズク科＞

1．ヒラタミミズク　　湯湾（1諷　Ⅶ．19，幼生，宮本）

＜ハゴロモ科＞

2．ペグコウハゴロモ　　宇検村須古（1魂　Ⅶ．14，宮本）

3．ヒトツメハゴロモ　　湯湾（1或　Ⅶ．19，宮本）

くダンパイウンカ科＞

4．ヒラタグンバイウンカ　　湯湾（1頭，Ⅶ．13，宮本）

5．オヌキダンパイウンカ　　場湾（1頭，Ⅶ．13，宮本）

＜考　察＞

07月17日，18日は，台風のため採集はできなかったが，19日の夜間採集には，変化が見ら

れ7ら　ゾウムシ類では，シロアナアキ，アリモドヰが，新たlこ現われ，ゴミムシ類も大幅に増加し，

おびただしし数のカクマグソコがネの仲間（芝氏に同定依頼）が，飛来した。当日海岸には，台風の雨

による流木が，浮いていたのでそれにより飛来したのではないかと思われる（津田）。

0配列は原色昆虫大図鑑1，皿，皿（北隆館）によった。
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下　館　島　採　集　報　告

理学部　2年　三　隅　和　幸

工学部1年　小　島　貴　志

1976年10月3日～6Eほで，鹿児島県下甑島手打を中心に行なわれた秋の合宿における採

集記録を報告する。なお，合宿の際，いろいろお世話下さった手打の万々に紙面を借りてお礼申し

上げますb

0参加者

池田秀樹，池田慎太郎，神国政行，仙場英俊，三隔和幸，村上哲朗，池崎つゆみ，柴田俊幸，

田口幸治，田中和臣，前田信孝，樋口賢治

0日現　コース

3日：西鹿児島駅（10：00）ェ霊串木野駅→串木野港（11：30）（■手打港（14：

00）→手打公民館，近辺採集を行なう。

4日：近辺採集，一部は青梅へ℃

5日：前日と同様

6日：手打（9：00）晶長浜→長浜港（11：00）′u串木野港→串木野駅題宴西

鹿児島駅（13：30）

淡　コースの中で，】【【は鉄道，ノーJは船，卓は奉，→は徒歩を意味する。

A．鱗　朝　日

I　チョウ類

くセセリチョウ科＞

1．チャバネセセリ　　手打（1♀，X．4，田口）

2．イチモンジセセリ

手打（13，Ⅹ．4，池田）（131♀，X．3，田口＝13，X．4，仙境）（．2♀，

X．3，柴田）

＜アゲハチョウ科＞

3．アオスジアゲハ

手打（13，X．4，池田）（13，X．5，池田慎）（1番，X．4，仙境）

4．アゲハ　手打（1♀，X．4，柴田）

5．ナガサキアゲハ　　手打（1♀，Ⅹ．5，田口）
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6．モンキアゲハ

手打（1谷，X．5，池田慎）（1♀，X．5，田口）（2♀，X．3，前田）（1平，Ⅹ．

5，柴田）

＜シロチョウ科＞

7．キチョウ

手打（131♀，X．4，池田）（132♀，X．4，柴田）（23，X．4，田中）

（18，Ⅹ．3，仙場）（1♀，X．4，神国Hl谷1♀，X．4，田口）

8．ツマグロキチョウ　　手打（18，X．4，池田）

＜シジミチョウ科＞

9．　ムラサキツバメ

手打（1♀，X．4，池田）（1♀，X．4，神国）（3♀，X．4，田口）（1谷1♀，

Ⅹ．4，田中）（18，X．4，仙場）（131♀，X．5，前田）（1谷5♀，Ⅹ．5，

柴田）；青頗（13，g．5，池田）（131♀，X．5，田中）

10．ウラナミシジミ　　手打（1平，Ⅹ．4，池田）；瀬尾（231平，X．5，柴田）

11．アマミウラナミシジミ　　手打（1♀，X．4，池田）

大破の個体であり迷蝶と思われる。付近のモクタチバナには幼虫は見られなかっ1も

12．タイワンツバメシジミ

手打（131♀，X．4，柴田日331♀，X．4，神国）（1♀，X．5，前田）

瀬尾（1谷，X．5，柴田）

シバハギに卵が見られた。採集個体はかなり破損しており発生後期と見られる。

13．ヤマトシジミ

手打（131♀，Ⅹ．4，池田）（1谷，Ⅹ．3，柴田）（18，X．3，田口）（1♀，

Ⅹ．4，田口日2♀，X．4，柴田日1番，Ⅹ．4，仙場）（3♀，X．5，神国）

青漉（1♀，X．5，田中）（1谷，X．3，仙場）（18，Ⅹ．5，仙場）

14．ルリシジミ

手打（2♀，Ⅹ．4，池田日181♀，Ⅹ．4，仙場）（1谷1♀，X．4，田口）

（1♀，Ⅹ．4，神国）（13，g．4，田中）（2古，Ⅹ．4，柴田）（1字，ズ．5，

前田）（2♀，Ⅹ．5，柴田）

15．ウラギンシジミ　　手打（1♀，X．4，前田）（1♀，X．4，柴田）

＜マダラチョウ科＞

16．カバマダラ

手打（1谷，X．4，柴田）；青梅（18，X．5，神園）（13，Ⅹ．5，田口）

（1♀，X．5，村上）

青瀬では新鮮な個体が多く，またトウワタも各地に見られるので発生したものと思われる。

卵，幼虫は発見できなかった。
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17．アサギマダラ

手打（28，X．4，田中HlS，X．4，村上日232平，X．5，柴田）

（lS，X．5，池崎）

くテンダチョウ科＞

18．テンダチョウ

手打（1♀，Ⅹ．4，田口）（1頭，Ⅹ．4，田

中）（2♀，X．6，田口）；育楯（13，Ⅹ．

5，神国）（1頭，X．5，仙境）

その他　幼虫十教頭

各地で見ることはできたが，数的にはさほど

多いとは思われない。リュウキュウエノキの

新芽が出ており幼虫はかなり得ることができ

た。右の写真はその時得られたものである。

＜タテハチョウ科＞

19．ツマグロヒョウモン　　長浜（1谷，X．6，池田）

20．コミスジ

手打（1谷，X．4，池田）（13，X．4，前田）（18，Ⅹ．4，田口）（13，g．

5，柴田）；青線（lS，Ⅹ．5，池田）

21．　アカタテハ

手打（231♀，X．4，柴田）（1♀，X．4，池田日1♀，X．4，田中）（1番，

X．3，田口）；巌尾（1谷，X．5，柴田）

22．リュウキュウムラサキ　　手打（1谷，X．3，村上）

23，イシガケチョウ　　手打（1頭，Ⅹ．4，前田）

個体数は少なく，採集はこの1頭のみであった。イヌビワは多く，長浜で産卵行動が磋諾さ

れた。

くジャノメチョウ科＞

24．　ヒメウラナミジャノメ

手打（13，X．4，油田）（1谷1♀，X．4，田口）（13，g．4，神国）

その他多数目撃された。

25．　ヒメジャノメ

手打（18，X．4，油田）（1谷，X．4，神威）（13，X．4，前田）（181平，

Ⅹ．3，柴田）（1♀，X．5，前田）（18，X．5，柴田）；青梅（13，X．5，池

田）（13，X．5，神国）

26．コジャノメ　　育裾tl♀，Ⅹ．5，仙場）
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腿　が　類

くヒトリガ科＞

1．スジベニコケが　　手打（l執，X．6，田口）

2．スジモンヒトリ　　手打（13，X．4，田口）（1頭，X．3，池田）

3．カワモンヒトリ

手打（1♀，X．4，田口Hl諷　X．5，池田）（2谷，X．6，田口）

4．クワゴマダラビトリ　　手打（1頭，X．4，田口）（1頭L X．3，池田）

5．モンシロモドキ　　長浜（1頭睾　X．6，田口）

＜ヤガ科＞

6．シマケンモン　　手打ll頭，X．4，田口）

7．カブラヤガ　手打（1頭，X．6，田口）

8．ヨトウガ　手打（2諷　X．4，田口）

9．ハスモンヨトウ　　手打（1鶉　X．4，池田）

10．サンカククチバ　　手打（1疎，Ⅹ．5，田口）

11．ワタマカキリパ　手打（1薮，X．5，池田）

＜シャクが科＞

12．コベニスジヒメシャク　　手打（1頭，X．6，田口）

13．シモフリシロヒメシャク　　手打（l頭，X．5，池田）

14．ウスモンオオシロヒメシャク　　手打（1頭，X．3，池田）

＜マダラガ科＞

15．サツマニシキ　　青頗（1諷　X．5，田口）（目撃1諷　Ⅹ．5，村上）

16．オキナワルリチラシ

青顔（1頭，Ⅹ．5，田中）（1谷，X．5，池田）；手打（1♀，X．4，田中）

17．ホタルが

青顔（2或　Ⅹ．5，田口）；手打（2頭，Ⅹ．4，田口）（2番，Ⅹ．4，池田）

＜ポクトクが科＞

18．ゴマフポクトウ　　手打（1頭，Ⅹ．4，田口）

くメイが科＞

19．7タスジシマメイが　手打（1頭，X．5，田口）

20．アカシマメイが　手打（1軋　Ⅹ．5，池田）

21．コプノメイが　手打（2頭，X．4，田口）

22．ワタへリクロノメイが　手打（2諷　X．4，田口）

23．マメノメイが　手打（5頭，Ⅹ．4，田口＝1頭，X．3，池田）
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B．鞠　効　目

くコがネムシ科＞

1．アオドゥがネ

手打（2頭，X．3，田中日1頭，X．4，田中）（2頭，Ⅹ．6，田中）

2．ハナムダリ　　手打（1頭，X．4，田中）

＜カミキリムシ科＞

、3．ゴマダラカミキリ　　手打（1頭，X．4，前田）

4．マツノマダラカミキリ　　手打（1頭，X．5，三隅）

5．イポタサビカミキリ　　青線（2頭，X．5，田中）（1鎮，X．5，村上）

県本土での記録は少ないが，飯島では多数採集されているようである。

6．ワモンサビカ　ミキリ

手打（1韻，X．4，三隅）tl頭，X．5，三隅）；長浜（1頭，X．6，前田）

7．カノコサビカミキリ　　手打（1頭，Ⅹ．5，三隅）

8．アヤモンチビカミキリ　　手打（2魂　X．5，前田）

9．アトモンチビカミキリ

手打（2諷　X．3，田中）（3醜　X．4，田中）（7頭，X．4，三隅）（4頭，Ⅹ．

5，三隅）（2亀　X．5，前田）（2頭，X．5，柴田日2頭，Ⅹ．6，田中）；長浜

（1頭，X．6，三隅日1頭，X．6，田中）；青頗（1頭，Ⅹ．5，村上）

10．オピレカミキリ

手打（1頭，Ⅹ．3，田中）（2頭，X．4，三隅日1頭，X．4，田中）（4頭，X．

5，三隅）（7頭，X．4，村上）（1頭，X．6，田中）；青頼（2頭，X．5，田中）

長浜（1頭，X．6，三隅）（1頭，X．6，田中）

枯れたツル性の植物のスイービングで多数採集することができデも

＜ゾウムシ科＞

11．オジロアシナがゾウムシ

手打（2頚，X．4，三隅）；長浜（1頭，X．6，柴田）

○なお和名と桂の配列は，全て原色昆虫大図鑑（北隆館）tこよった。
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草本植物採集報告（1976年）

理学部1年　池　崎　つゆ・み

些細ですが，昭和51年中に採集した植物（主に草本植物）を，標本によって，採集地別に報告

しますb便宜上　各植物の学名は省略しましたが，科名，和名は，保育社「巌色日本植物図鑑」の

ものにしたがいました。また，各合宿地における期日，行程は，昆虫の部と同じであるため省きま

す。

なおこの記録を書くにあたり，同定して戴いた農学部の迫静男先生に厚く御礼申し上げます。

採集地は，1，鹿児島大学構内　乙粟野合宿　3，奄美合宿　4，熊本県牛深市（天草下島）　5，宮崎

県高鹿町御池　6，下甑島合宿　の6つに分けた。

1鹿児島大学構内

キク科：ノゲシ，セイヨウタンポポ，オニタビラコ，タカサブロウ，ババコグサ，チチコグサモド

キ，ヒメジョオン，ヨメナ

オオバコ科：オオバコ

ゴマノバグサ科：オオイヌノフグリ，ムラサキゴケ

シソ科：トウバナ

ムラサキ科：キクリグサ

ヒルガオ科：ヒルガオ

サクラソウ科：コナスビ

セリ科：セリ

アカバナ科：コマツヨイグサ

オトギリソウ科：ヒメオトギリ

ブドウ科：ヤプガラシ

カタバミ科：ムラサキカタバミ

マメ科：ミヤギノハギ

アブラナ科：スカシタゴボウ，ダンパイナズナ

キンポウゲ科：キツネノボタン

タデ科：ソバ，ウラジロサナエタデ，シロバナサクラタデ

ドクダミ料：ドクダミ

ツユクサ科：ツユクサ，ノバカタカラクサ（トキワツユクサ）

カヤツリグサ科：ノダサ，イヌグサ，ハマスゲ

イネ科：シマヨシ，スズメノテクポウ，ミノポロ，ヒメコバンソク，スズメノカタビラ，キツネが
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ヤ，ネズミムギ

2　粟野合宿

キク科：オオバナニがナ，ノアザミ，セイヨウノコギリソウ

アカネ科：ヒメコツハムゲラ

シソ科：ウツボグサ，シソバタツナミ

サクラソウ科：オカトラノオ

イチヤクソウ科：イチヤクソウ

サルナシ科：マタタピ

マメ科：ムラサキツメクサ

ユリ科：シライトソウ

3　奄美合宿

キク科：ホソバワダン，ウスベ二二がナ，クマノギク，オオバマグルマ，カッコアザミ，ムラサキ

カッコアザミ

スイカズラ科：ソクズ（クサニワトコ）

アカネ科：サンダンカ

ハマウツボ科：ナンバンギセル

シソ科：ヤンバルツルハヅカ

ヒルがオ科：ダンパイヒルがオ

ガがイモ科：トウワタ

サクラソウ科：ハマポタス

アカバナ科：アレチマツヨイグサ

ノボタン科：ノボタン

オトギリソウ科：オトギリソウ

アオイ科：リュウキュウトロロアオイ，フウリンブタソウゲ，ハイキンゴジカ

マメ科：ヤハズソウ，シナガワハギ

イラクサ科：ヤンパルツルマオ

タデ科：ボントクタデ

アヤメ科：ヒメヒオウギズイセン

ユリ科：キキョウラン

カヤツリグサ科：オオシンジユガヤ

4　熊本県牛深市（天草下島）

キク科：ホソバワダン，オニタビラコ，ホソパガンクビソウ，チチコグサ，ヒヨドリバナ

オミナエシ科：オトコエシ
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アカネ科：へクソカズラ，ハシカグサ

キツネノマゴ料：キツネノマゴ

シソ科：クルマバナ，アキノタムラソウ，ウツボグサ

ヒルがオ科：ハマヒルがオ

サクラソウ科：ルリハコベ，ハマポッス

セリ科：マッハゼリ，ヤブジラミ

オトギリソウ科：オトギリソウ，サワオトギリ

フウロソウ科：ゲンノショウコ

マメ科：ハマエンドウ，ヌスビトハギ

バラ科：キンミズヒキ

ケシ科：タケ二グサ

アヤメ科：ニワゼキショウ

ヤマノイモ科：カエデドコロ

ラン科：コクラン

ユリ科：ノヒメユリ

5　宮崎県高原町御地

キク科：コウゾリナ，モミジガサ，コヤプタバコ，シュウブンソウ，ヌマダイコン，オオホウキギ

ク

オミナエシ科：オミナエシ

リンドウ科：アケポノソウ

ミカン科：マツカゼソウ

マメ科：ヤブマメ，ネコハギ，ヌスビトハギ，コマツナギ，カワラケツメイ

バラ科：ワレモコウ

キンポウゲ科：センニンソウ

タデ科：ミズキ

ユリ科：ヤプラン，ツルポ，ノカンゾウ，ヤマジノホトトギス

ツユクサ科：ヤブミヲウガ

6　下甑島合宿

キク科：コウゾリナ，ウスベ二二ガナ，センダングサ，アキノハハコグサ，ヒヨドリバナ

キキョウ科：ホタルブクロ

オミナエシ科：オミナエシ

キツネノマゴ科：キツネノマゴ

ゴマノバグサ科：ナンゴククがイソウ

シソ科：タジマタムラソウ，トウバナ
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セリ科：ハマポウフウ

マメ科：カワラケツメイ，ヌスビトハギ，マルハハギ

バラ科：キンミズヒキ

キンポウゲ科：ウマノアシガタ

ユリ科：ヤブラン，ツルポ

イネ科：チヂミササ

オモダカ科：アギナシ

大学祭展示チョウコンテスト

今年の大学祭で，生物研究会は鹿児島県の蝶類百数種を展示して，その美しきを一般の方々に選

んでもらいまし丁も　ここにその結果を，お知らせします。

（男　性）　87名

1位　ツマベニチョウ

2位　キリシマミドリシジミ

3位　オオムラサキ

4位　オオゴマダラ

5位　ルリウラナミシジミ

6位　サツマシジミ

ミヤマカラスアゲハ

8位　イシガケチョウ

9位　リュウキュウムラサキ

10位　アオタテハモドキ

カラスアゲハ

（女　性）106名

1位　ルリウラナミシジミ

2位　ミヤマカラスアゲハ

3位　ツマペニチョウ

4位　リュウキュウムラサキ

5位　イシガケチョウ

6位　オオムラサキ

7位　キリシマミドリシジミ

8位　サツマシジミ

9位　トカラカラスアゲハ

10位　アオスジアゲハ
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奄美大島における魚類・カニ類の採集報告

水産学部　2年　池　田　慎太郎

1976年7月に奄美大島にて行なわれた生物研究会夏期合宿における魚類・蟹類の採集記録を

ここに報告する。

採集地は，宇検村湯湾，住用村西仲吼　名瀬市朝仁である。（昆虫採集報告の桶の地図参照）

採集着払魚類では福田，樋口，柴田，前田目地咽ら，蟹類では池噺ある。また，’標本

管理者は池畔ある。

採集方法はタモ網によるすくい取りと，釣である。

採集日は，7月13日～20日である。

（）内は左より採集個体数，体長（魚類のみ），採集月日，採集地　採集者，採集法である。

なお，記録が不正確なものがあったので，一部の採集日，採集者は省略する。

1．魚　　　類

（脊椎動物硬骨魚綱真口亜綱責骨上目）

A．ヨウジウオ白

くヨウジウオ科＞

1．オオウミウマ

（1♀，15．5‘Ⅰ，Ⅶ．14，湯湾，樋口，タモ網）

B．スズキ目

l　スズキ亜科

＜テンジクダイ科＞

2　テンジクダイ

（1，若魚，3．4叫　湯湾，タモ網）

＜イトヨリダイ科＞

3．バクセンタマガシラ

（1，10．2信，湯湾，釣）

くタイ科＞

亀　ミナミクロダイ

（1，推亀　6．0‘1，湯湾，釣）
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什　　　　一rニ＿　　　′ht．r　　　一一．t．＿J＿　コ亡亡コ

Ⅲ　　丁ヨ　リアヨソ’ノ43監ヒl

くチョウチョウウオ科＞

5．チョウチヲウウ才の一鍾（同定できず）

（2，稚魚，2．4坤，24年　Ⅶ．13，Ⅶ．15，湯湾，池田領，タモ網）

C．フグ日

＜モンガラカワハギ科＞

6．キヘリモンガラ

（1，若魚，8．3α，場湾，釣）

Ⅲ．カ　ニ　類

（節足動物甲殻上納軟甲綱ホンエビ上目十脚目滝尾族）

A．方頑亜族

I　スナガニ利

くスナガニ亜科＞

1．バクセンシオマネギ

（13，Ⅶ．19，西仲間，池田慎，手）

2．スナガこ

（1，椎が二，Ⅶ．21，朝仁，池田慎，タモ網）

＜考　察＞

1．魚類の項で，スズキ目スズキ亜目と思われるものが一局採集されたが，科まで同定できなか

ったので，その記録をここで報告する。

B．スズキ目

【　スズキ亜目

（1，10．Ocr，湯粗釣）

D X，14；A　Ⅲ，8

2．蟹類申，標本管理が至らなかったため，帰途あるいは保存時に分解破損し，同定不能になっ

たものがあったが，それらの記録は掲載せず，標本が完全に尿存してあるもののみここに報告

し‰

3．魚類は採集したときには，生かしたまま持ち帰り，飼育するつもりであったものであるが，
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採集中エアーポンプが水中に浸って使用不能となったため，全部死んでしまい，ホルマリン漬

として持ち帰ったものである）残念なことをしたと患っている。

4．魚類中，5．のチョウチョウウオは，チョウチタウウオ料の

魚は親と子で色や模様の違うものが多く，また稚魚の図版が少

なく，手もとになかったので同定できなかった。そこで外部形

態図を右に掲載する。どなたか心当たりがある方がおられれば，

御一報下されば幸いである。なお，鰭式は下の通りである。

工）Ⅷ．23；A　皿．20

5．本年の採集記録は，採集個体数がひじょうに少なく，また管理失敗で破損したりして，ここ

に報告できた魚類・蟹類はごくわずかであった。これは大いに反省すべき点であり，77年の

採集報告はもっとしっかりしたものにしたいと思っている。

6．以上が今年度の魚類・蟹類の採集報告もあるが，未熟なうえ，不慣れなために不備な点，不

正確な点が多いと思う。不審な点に気づいたら，御一報下されば幸いである。

また，参考文献①の借用や同定について協力して下さった鹿児島大学水産学部海洋生態研究

会，特に宮木久重君tこ，紙面を借りて一言御礼を申し上げる。

7．以下が参考にした文献である。なお，序列は魚軌こついては⑧，蟹類については④にならっ

た0

①　松原喜代松（1955）魚類の形態と検索，石崎書店

②　益田　一・荒貿忠一・吉野哲夫（1975）魚類図鑑　一南日本の沿岸魚－，東海大

学出版会

（む　阿部宗明（1963）原色魚類痍索図鑑，北隆館

（彰　西村三郎・鈴木克実（1971）頗準原色図鑑全集16　海岸動物，保育社

⑤　内海富士夫（1975）学研中高生図鑑シリーズ9　水生動物，学習研究社

（む　岩井　床（1971）魚学概論，恒星社厚生閣
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佐多・奄美におけるフタテンナガアワフキ採集報告

農学部　3年　宮　本　和　久

1976年5月の佐多合宿，7月の奄美合宿において，アワフキムシ科のフタテンナガアワフキ

Clovia bipllnctata Kirbyを採集したので報告する。

佐多合宿

奄美合宿

大泊一佐多岬（2諷　Ⅴ．2，宮本）楽このほかにも多数目馨しも

宇検村湯湾（6頭，Ⅶ．13，宮本）

宇検村須古（死体1頭，Ⅶ．13，宮本）楽ススキの葉上にへばりついて死んで

いた。糸状菌によるものと患われる。

住用村西中間（1或　Ⅶ．14，宮原）；湯湾岳（1頭．Ⅶ．15，宮本）

1976年2月10日の朝日新聞において′75年の志布志湾の調査で本土で初めてフタテンナ

ガアワフキが発見されたことが報道されていた。本種はこれまで奄美大島以南に分布するものとさ

れていた。その後，上記のように佐多町大泊～佐多坤においてススキに本荘がいるのを確認した。

本土においては少なくとも佐多岬から志布志湾にかけての地域には生息しているものと患われる。

本種のよりくわしい分布調査が望まれも奄美では普通に見られる種であった。

なお1974年の鹿大生物研究会の屋久島合宿において，占部伸一郎氏（現　農学部4年）が粟

生（7月28日）で1頭採集されており，また最近，種子島における記録も報告されているJ）

く参考文献＞

1）馬場金太郎（1977）半朝日3種の記録　昆虫と自然12（1）；15
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月壬習掬1（り

敏舘陣場卓悪習￥（9

背理寧毎壷加点董膿百様　⑧

印￥加宮司淑舟亜　①

独尊蔓草会9∠dl
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会　員

顧　問　（理学部生物学教室教授）

田　中　洋　海（農学部大学院　　2年）

有　村　国　昭（理学部　地学科　4年）

占　部　伸一郎（農学部　畜産学科・4年）

河　口　貴　史（水産学部　製造学科・4年）

芝　　敏　晃（農学部　農学科・4年）

出　水　英　治（水産学部　製造学科　4年）

能　間　紀　夫（工学部　機械工学科・4年）

福　田　勝　則（医学部　　4年）

池　田　秀　樹（法文学部l　法学科

江　平　泰　治（教育学部　数学科

大　野　和　朗（農学部　農学科

地頭所　三　成（農学部　林学科

徳　澄　順　子（農学部　猷医学科

中　川　耕　人（農学部　農学科

二　町　一　成（理学部　化学科
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宮　原　克　敏（農学部　獣医学科　3年）

宮　本　和　久（農学部　農学科　3年）

池　田　慎太郎（水産学部　増殖学科　2年）

大　郷　光　則（理学部　数学科　2年）

神　門　札　次（理学部　物理学科　2年）

神　国　政　行（医学部　　2年）

木　下　寛　之（農学部　獣医学科　2年）

古　賀　俊　光（農学部　園芸学科・2年）

仙　境　英　俊（水産学部　製造学科　2年）

平　川　　力（理学部　物理学科　2年）

三　隅　和　幸（理学部　化学科　2年）

村　上　哲　朗（理学部：地学科　2年）

森　野　吉　晴（水産学部　増殖学科　2年）

名　簿

川　上　　　泉

池　崎　つゆみ（理学部　生物学科1年）

小　島　貴　志（工学部．建築学科1年）

柴　田　俊　幸（水産学部　水産学科1年）

田　口　幸　治（理学部　生物学科1年）

田　中　和　臣（水産学部　水産学科1年）’

津　田　勝　男（農学部　農学科

樋　口　賢　治（理学部　生物学科

前　田　信　孝（農学部　農学科

前　田　三千治（理学部　生物学科

利　島　洋　子（理学部　生物学科
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